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地震だ！ まず身の安全

ȷੵれをज़ơたり、ዬ࣯地震ᡮ報を受けた時は、身の安全を最Οέに行動する。

ȷɣپなȆーȖȫの下や、ཋが「ᓳちてこない」「͂れてこない」

「ᆆ動してこない」ᆰ間に身を݃Ƥ、ੵれがƓさまるまでಮ܇を見る。

Ƃ高ޖ᨞（ಒƶ１０᨞ˌ上）でのදॖ点ƃ

ȷ高ޖ᨞では、ੵれがૠ分ዓくことがƋる。

ȷ大きくǏっくりとしたੵれにより、ܼφが᠃͂ȷᓳ下するүᨖに加え、

大きくᆆ動するүᨖがƋる。

落ちついて
火の元確認 初期消火

あわてた行動
けがのもと

窓や戸を開け
出口を確保

門や塀には
近寄らない

正しい情報
確かな行動

行、્ᡛޅ、ᤧᢊ会社などか

ら発信される正しい情報をࢽ

る。

避難の前に安全確認 電気・ガス

ᢤᩊが࣏要な時には、ࣄᩓ時のᩓൢೞ

֥のǷȧートなど、ᡫᩓ້災が発生す

るӧᏡࣱやǬスれの発生を防ƙため

、ȖȬーǫーをЏり、ǬスのΨఀをዸめ

てからᢤᩊする。

火災や津波 確かな避難

ȷ地域に大ᙹな້災のүᨖがƤまり、身のү

ᨖをज़ơたら٣をੑけӳい、一時ᨼӳ場所や

ᢤᩊ場所にᢤᩊする。

ȷඝެᢿや߷ඝいでは、大きなੵれをज़ơたり

、ඬᜩ報がЈされたら、高Өなどの安全な場

所にእଔくᢤᩊする。

協力し合って
消火・救出・応急救護

ȷᡈᨩで້災を発見した場ӳは、

ᘑ᪽ෞ້֥などにより、ң力し

ӳってෞ້を行いࡨを防ƙ。

ȷْܼ͂ދや᠃ܼ͂φなどの下

きになった人をᡈᨩでң力し、

Јȷᜱする。

確かめ合おう
わが家の安全 隣の安否

わがܼの安全を確認ࢸ、ᡈᨩの

安ԁやЈ້のஊをƓʝいに確

認しӳƏ。

ȷ້を̅っている時はੵれが

Ɠさまってから、Ƌわてƣに

້のڼをする。

ȷЈ້した時は、ᓳちついてෞ

້する。

ȷދϋで᠃͂ȷᓳ下したܼφや

Ǭȩスのᄊ༾などにදॖする。

ȷ、ᆸǬȩス、Ⴣெなどがᓳち

てくるのでٳにびЈさない。

ੵれがƓさまった時に、ᢤᩊが

できるよƏЈӝを確保する。

でੵれをज़ơたら、Ȗȭȃٳދ

クتなどにはᡈ݃らない。

ƾǜわり ƾǉƾǉ

（防災ǭȣȩクǿー）
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あなたの事業所の形態は？ 事業所防災計画の作成要領 
消防署への

届出の要否 

一 般 

事業所 

防火（防災）管理者の

選任が必要な事業所 

防火（防災）管理に係る消防計画 

の中に含めて作成します。 
必要 

上記以外の事業所 

（小規模事業所） 

単独に事業所防災計画を作成しま

す。 
不要 

危険物施

設を有す

る事業所 

予防規程の作成が 

必要な危険物施設 
予防規程の中に含めて作成します。 必要 

予防規程の作成が 

不要な危険物施設 

単独に事業所防災計画を作成しま

す。 
不要 

防災対策上重要な施設として知事が指

定する施設を管理する事業所（都市ガ

ス・電気・鉄道・道路・通信事業者） 

指定公共機関として事業所防災計画

に指定すべき事項を定める。 
必要 

 

東京都内のすべての事業所は、東京都震災対策条例に基づき、事業所単位で防災計画

を作成しなければなりません。 

この事業所防災計画は、 

１「震災に備えての事前計画」 

２「震災時の活動計画」 

３「施設再開までの復旧計画」 

の３つを定める必要があり、以下の表に応じて作成します。 

 

事業所防災計画の作成 

事業所防災計画とは？ 

 
 

事業所防災計画の具体的な作成要領 

 

事業所防災計画の作成 ............................................................................................................................. １ 

事業所防災計画に定めておく項目 ..................................................................................................... ２ 

１ 震災に備えての事前計画 .......................................................................................................... ４ 

２ 震災の活動計画.......................................................................................................................... １６ 

３ 施設再開までの復旧計画 ...................................................................................................... ２７ 
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目次 

はじめに 

１ 地震による災害から生命及び財産を守るためには、 

① 自らの生命は自らが守るという「自助の考え方」 

② 自分たちのまちは自分たちで守るという「共助の考え方」 

の二つを理解し、常日頃からの地震への備えが必要です。 

２ 事業所には、地震時の影響を最小限に抑えるために、それぞれの立場で出火防

止等に最大限の努力を払い、また、従業員の安否確認、保護を図りながら、早期

に事業を再開し、生活に必要な物資を社会に供給する重要な役割があります。 

 

東京都では、前回の被害想定（平成２４年４月公表）から約１０年の間に住宅の

耐震化や不燃化対策などの取り組みが進展した一方、高齢化の進行や単身世帯の

増加など、社会構造も変化したことから、変化や最新の知見等を取り入れ、令和４

年５月に新しい被害想定を公表しました。また、それに伴い東京都地域防災計画

（震災編）も令和５年５月に修正されました。 

事業者は、その社会的責任を自覚し、震災の防止、震災後の生活の安定及び都市

の復興を図るため、「事業所防災計画」を作成しましょう。 

 
建物の用途に応じて義務となる制度をチェックし、消防計画作成の参考にしてください。 
各制度、該当するか否かはテナントごとではなく、建物全体の規模で判断します。 

※    は特定用途、    は非特定用途です 

※ 青字の内容は、平成２８年４月１日に施行されました。「小特対象物」とは、消防法施行規則第１３条第１項第２号に定める「小規模特定用途

複合防火対象物」のことで、特定用途の複合用途防火対象物のうち、特定用途に供される部分の床面積の合計が延べ面積の１０％以下かつ３００

㎡未満のものをいいます。 

※ (16 の３)項 準地下街については、管理権原が分かれる場合、統括防火管理者の選任が義務付けられます。(他の制度は非該当) 

建物全体の用途 
（消防法施行令別表第一） 

チ
ェ
ッ
ク
欄 

 
防火管理者 

（ 法 第 8 条 、 

条例第 55 条の

3） 

統括防火管理者 
（法第 8 条の 2） 

防災管理者 

[統括防災管理者] 

自衛消防組織 
（法第 8 条の 2 の５、36 条） 

防火管理技能者 
（条例第 55 条の 3 の 2） 

防災 
センター 
要員 

（条例第 55 条 

の 2 の 3） 

自衛消防活動中核要員 
（条例第 55 条の 5） 

□ □ □ □ □ □ □ □ 

(1)項 
ｲ 劇場、映画館等 □ 

収容人員 
30 人以上 

 

管理権原が分かれ

るもので、3 階以

上で 30 人以上 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上 10 階以下で 2 万㎡以上  

・4 階以下で 5 万㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上で 2 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

高
層
建
築
物
で

2
万
㎡
以
上 

1 万㎡以上又は 
2 千人以上 ﾛ 公会堂、集会場 □ 

(2)項 

ｲ キャバレー、カフェー □ 

3 千㎡以上で 
3 百人以上 

ﾛ 遊技場、ダンスホール □ 

ﾊ 風俗関連店舗 □ 

ﾆ カラオケボックス等 □ 

(3)項 
ｲ 待合、料理店 □ 

ﾛ 飲食店 □ 

(4)項 物品販売店舗 □ 5 千㎡以上 

(5)項 

ｲ 旅館、ホテル □ 3 千㎡以上 

ﾛ 共同住宅、寄宿舎 □ 
収容人員 

50 人以上 
 

 ・15 階以上で 3 万㎡以上  

・11 階以上で 1 万㎡以上

のうち防災センターが設置

されているもの 
・５万㎡以上 

・15 階以上で 

3 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

 

(6)項 

ｲ 病院、診療所 □ 
収容人員 

30 人以上 

管理権原が分かれる 

もので、3 階以上で 

30 人以上 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上 10 階以下で 2 万㎡以上  

・4 階以下で 5 万㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

・１１階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上で 2 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

高
層
建
築
物
で

2
万
㎡
以
上 

1 万㎡以上で 
5 百人以上 

ﾛ 
社会福祉施設 

（避難困難施設） 
□ 

収容人員 
10 人以上 

管理権原が分かれ

るもので、3 階以

上で 10 人以上 

 

 

ﾊ その他の社会福祉施設 □ 
収容人員 

30 人以上 

管理権原が分かれ

るもので、3 階以

上で 30 人以上 ﾆ 幼稚園、特別支援学校 □ 

(7)項 学校 □ 
収容人員 

50 人以上 
  

・15 階以上で 3 万㎡以上  

・11 階以上で 1 万㎡以上

のうち防災センターが設置

されているもの 
・５万㎡以上 

・15 階以上で 

3 万㎡以上 

・5 万㎡以上 (8)項 図書館、博物館 □ 

(9)項 
ｲ 蒸気浴場、熱気浴場 □ 

収容人員 
30 人以上 

管理権原が分かれ

るもので、3 階以

上で 30 人以上 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上で 2 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

ﾛ 公衆浴場 □ 

収容人員 
50 人以上 

 
条例に定めるもの 

・地階に乗降場を有 

する停車場 

・収容台数 50 台以 

 上の屋内駐車場 

 

・15 階以上で 3 万㎡以上  

・11 階以上で 1 万㎡以上

のうち防災センターが設置

されているもの 
・５万㎡以上 

・15 階以上で 

3 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

(10)項 停車場 □ 

(11)項 神社、寺院、教会 □ 

(12)項 
ｲ 工場、作業場 □ 

5 千㎡以上 
ﾛ スタジオ □ 

(13)項 
ｲ 車庫、駐車場 □ 1 万㎡以上 

ﾛ 航空機格納庫 □ 
 

 

(14)項 倉庫 □ 

(15)項 事務所等 □ 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上 10 階以下で 2 万㎡以上  

・4 階以下で 5 万㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

3 万㎡以上 

(16)項 

ｲ 
複合用途 

（特定用途含む） 
□ 

収容人員 
30 人以上 

((6)項ロが含まれる 

場合は 10 人以上) 

管理権原が分かれ

るもので、3 階以

上で 30 人以上

（(6)項ロが含まれ

る場合は、10 人以

上） 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上 10 階以下で 2 万㎡以上  

・4 階以下で 5 万㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

 

※対象用途の存する最上階及び
対象用途部分の床面積の合計
で算定する。 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上で 2 万㎡以上 

・5 万㎡以上 
 

      

高
層
建
築
物
で

(5)
項
ロ
部
分
を
除

き

2
万
㎡
以
上 

それぞれの用途で該当する部分
が存するもの又は(5)項ロ部分を
除き 1 万㎡以上 
 

 
 

ﾛ 
複合用途 

（非特定用途のみ） 
□ 

収容人員 
50 人以上 

管理権原が分かれ

るもので、5 階以

上で 50 人以上 

・15 階以上で 3 万㎡以上  

・11 階以上で 1 万㎡以上

のうち防災センターが設置

されているもの 

・５万㎡以上 

・15 階以上で 

3 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

(12)項、(13)項イ又は(15)項の
部分で該当する部分が存するも
の又は(5)項ロ部分を除き 3 万㎡
以上 

(16 の 2)項 地下街 □ 

収容人員 
30 人以上 

((6)項ロが含まれる 

場合は 10 人以上) 

管理権原が分かれるもの 

１千㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

1 万㎡以上 1 千㎡以上 3 千㎡以上 

(17)項 文化財 □ 
収容人員 

50 人以上 
高層建築物で管理権原
が分かれるもの 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上 10 階以下で 2 万㎡以上  

・4 階以下で 5 万㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

5 万㎡以上 

高
層
建
築
物
で 

2
万
㎡
以
上 

 

その他(危険物施設等) □ 

・外タン又は内貯 
で 1000 倍以上 

・指定可燃物で 
1500 ㎡以上 

   
・外タン又は内貯で 1000 倍以上 

・指定可燃物で 1500 ㎡以上 

防火・防災管理制度チェック表 

ただし、小特対象物を除く。 

小特対象物は、(16)項口の基準と同じ。 

 

ただし、小特対象物を除く。 
小特対象物は、(16)項口の基準と
同じ。 

 

高
層
建
築
物
（
高
さ
31
ｍ
を
超
え
る
建
築
物
）
で
管
理
権
原
が
分
か
れ
る
も
の



1

Ƌなたの事業所の࢟७はᲹ 事業所防災計画の˺成要᪸
ෞ防ፙǁの

Јの要ԁފ

一 ᑍ

事業所

防້（防災）ሥྸᎍの

ᢠ˓が࣏要な事業所

防້（防災）ሥྸに̞るෞ防計画

のɶにԃめて˺成します。
要࣏

上ᚡˌٳの事業所

（ᙹ事業所ݱ）

単に事業所防災計画を˺成しま

す。
不要

үᨖཋ

設をஊす

る事業所

ʖ防ᙹᆉの˺成が

要なүᨖཋ設࣏
ʖ防ᙹᆉのɶにԃめて˺成します。 要࣏

ʖ防ᙹᆉの˺成が

不要なүᨖཋ設

単に事業所防災計画を˺成しま

す。
不要

防災対策上重要な設として知事が指

定する設をሥྸする事業所（都ࠊǬ

スȷᩓൢȷᤧᢊȷᢊែȷᡫ信事業ᎍ）

指定πσೞ関として事業所防災計画

に指定すǂき事を定める。
要࣏

東京都ϋのすǂての事業所は、東京都震災対策வ̊に基づき、事業所単ˮで防災計画

を˺成しなけれƹなりまƤǜ。

この事業所防災計画は、

１「震災にͳえての事前計画」

２「震災時の活動計画」

３「設ϐまでのࣄ計画」

の３つを定める࣏要がƋり、ˌ下の表にࣖơて˺成します。

事業所防災計画の˺成

事業所防災計画とはᲹ

1

Ƌなたの事業所の࢟७はᲹ 事業所防災計画の˺成要᪸
ෞ防ፙǁの

Јの要ԁފ

一 ᑍ

事業所

防້（防災）ሥྸᎍの

ᢠ˓が࣏要な事業所

防້（防災）ሥྸに̞るෞ防計画

のɶにԃめて˺成します。
要࣏

上ᚡˌٳの事業所

（ᙹ事業所ݱ）

単に事業所防災計画を˺成しま

す。
不要

үᨖཋ

設をஊす

る事業所

ʖ防ᙹᆉの˺成が

要なүᨖཋ設࣏
ʖ防ᙹᆉのɶにԃめて˺成します。 要࣏

ʖ防ᙹᆉの˺成が

不要なүᨖཋ設

単に事業所防災計画を˺成しま

す。
不要

防災対策上重要な設として知事が指

定する設をሥྸする事業所（都ࠊǬ

スȷᩓൢȷᤧᢊȷᢊែȷᡫ信事業ᎍ）

指定πσೞ関として事業所防災計画

に指定すǂき事を定める。
要࣏

東京都ϋのすǂての事業所は、東京都震災対策வ̊に基づき、事業所単ˮで防災計画

を˺成しなけれƹなりまƤǜ。

この事業所防災計画は、

１「震災にͳえての事前計画」

２「震災時の活動計画」

３「設ϐまでのࣄ計画」

の３つを定める࣏要がƋり、ˌ下の表にࣖơて˺成します。

事業所防災計画の˺成

事業所防災計画とはᲹ

事業所防災計画のφ˳的な˺成要᪸

事業所防災計画の˺成 .............................................................................................................................１
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はơめに

１ 地震による災害から生命及びᝠငを守るためには、

Ĭ ᐯらの生命はᐯらが守るといƏ「ᐯяのᎋえ方」

ĭ ᐯ分たちのまちはᐯ分たちで守るといƏ「σяのᎋえ方」

のʚつをྸ解し、ࠝ日頃からの地震ǁのͳえが࣏要です。

２ 事業所には、地震時のࢨ᪪を最ݱᨂに抑えるために、それƧれのᇌ場でЈ້防

止等に最大ᨂのѐ力をい、また、従業員の安ԁ確認、保ᜱをりながら、ଔ期

に事業をϐし、生活に࣏要なཋ資を社会に̓ዅする重要なࢫлがƋります。

東京都では、前回の被害想定（成２４年４月π表）から約１０年の間に住宅の

耐震化や不燃化対策などの取り組みが進展した一方、高齢化の進行や単身世帯の

増加など、社会構造も変化したことから、変化や最新の知見等を取り入れ、令和４

年５月に新しい被害想定をπ表しました。また、それにˤい東京都地域防災計画

（震災編）も令和５年５月に修正されました。

事業ᎍは、その社会的ᝧ˓をᐯᙾし、震災の防止、震災ࢸの生活の安定及び都ࠊ

のࣄᐻをるため、「事業所防災計画」を˺成しましǐƏ。

ᘓ≀の⏝㏵にᛂົ⩏࡚ࡌなるไᗘ࢙ࢳࢆックࠊࡋᾘ㜵ィ⏬సᡂのཧ⪃にࡔࡃ࡚ࡋさࠋ࠸
ྛไᗘࠊヱᙜするࡣ࡛ࡈࢺࣥࢼࢸࡣྰなࠊࡃᘓ≀యのつᶍุ࡛᩿ࡲࡋすࠋ

ͤ ࠊ定⏝㏵≉ࡣ 㠀≉定⏝㏵࡛すࡣ

ͤ 㟷Ꮠのෆᐜࠊࡣᖹᡂ㸰㸶ᖺ㸲᭶㸯᪥に⾜されࡋࡲたࠕࠋᑠ≉対㇟≀ࠖࠊࡣᾘ㜵ἲ⾜つ๎➨㸯㸱᮲➨㸯㡯➨㸰ྕに定ࡵるࠕᑠつᶍ≉定⏝㏵

」ྜ㜵ⅆ対㇟≀ࠖのࠊ࡛ࡇ≉定⏝㏵の」ྜ⏝㏵㜵ⅆ対㇟≀のࠊࡕ࠺≉定⏝㏵に౪される㒊分の床㠃✚のྜィがᘏ㠃✚の㸯㸮㸣௨ୗࡘ㸱㸮㸮

੍ᮍ‶のࡶのࡲ࠸࠸ࢆすࠋ

ͤ (16 の㸱)㡯 ‽ᆅୗ⾤にࠊࡣ࡚࠸ࡘ⟶⌮ᶒཎが分れるሙྜࠊ⤫ᣓ㜵ⅆ⟶⌮⪅の㑅௵が⩏ົ付けࡽれࡲすࠋ(のไᗘࡣ㠀ヱᙜ)

ཋ全˳の用ᡦ
（ෞ防ඥ行令К表ᇹ一）

ȁ
ǧ
ȃ
ク
ഇ

防້ሥྸᎍ
（ ඥ ᇹ 8 வ 、

வ̊ᇹ 55 வの

3）

ወਙ防້ሥྸᎍ
（ඥᇹ 8 வの 2）

防災ሥྸᎍ

[ወਙ防災ሥྸᎍ]

ᐯᘓෞ防組ጢ
（ඥᇹ 8 வの 2 の５、36 வ）

防້ሥྸ২Ꮱᎍ
（வ̊ᇹ 55 வの 3 の 2）

防災
ǻンǿー
要員

（வ̊ᇹ 55 வ

の 2 の 3）

ᐯᘓෞ防活動ɶఋ要員
（வ̊ᇹ 55 வの 5）

š š š š š š š š

(1)
ᴊ т場、ପ画等 š

ӓܾ人員
30 人ˌ上

ሥྸೌҾが分かれ

るもので、3 ᨞ˌ

上で 30 人ˌ上

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

ȷ5 ᨞ˌ上 10 ᨞ˌ下で 2 ɢɜˌ上

ȷ4 ᨞ˌ下で 5 ɢɜˌ上
[ሥྸೌҾが分かれる場ӳはወਙ
防災ሥྸᎍが࣏要]

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

ȷ5 ᨞ˌ上で 2 ɢɜˌ上

ȷ5 ɢɜˌ上

高
ޖ

ሰ
ཋ
で

2
ɢ
ɜ
ˌ
上

1 ɢɜˌ上Ӎは
2 Ҙ人ˌ上ᴳ π会ؘ、ᨼ会場 š

(2)

ᴊ ǭȣȐȬー、ǫȕǧー š

3 Ҙɜˌ上で
3 ႊ人ˌ上

ᴳ ᢂ২場、ダンスțーȫ š

ᴢ ̨関ᡲࡃᑄ š

ᴞ ǫȩǪǱȜȃクス等 š

(3)
ᴊ 待ӳ、料ྸࡃ š

ᴳ ࡃ š

(4) ཋԼᝤࡃ٥ᑄ š 5 Ҙɜˌ上

(5)

ᴊ 、țȆȫ š 3 Ҙɜˌ上

ᴳ σӷ住宅、݃ܿᑀ š
ӓܾ人員

50 人ˌ上

ȷ15 ᨞ˌ上で 3 ɢɜˌ上

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

のƏち防災ǻンǿーが設ፗ

されているもの
ȷ５ɢɜˌ上

ȷ15 ᨞ˌ上で

3 ɢɜˌ上

ȷ5 ɢɜˌ上

(6)

ᴊ ၏ᨈ、ᚮၲ所 š
ӓܾ人員

30 人ˌ上

ሥྸೌҾが分かれる

もので、3 ᨞ˌ上で

30 人ˌ上

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

ȷ5 ᨞ˌ上 10 ᨞ˌ下で 2 ɢɜˌ上

ȷ4 ᨞ˌ下で 5 ɢɜˌ上
[ሥྸೌҾが分かれる場ӳはወਙ
防災ሥྸᎍが࣏要]

ȷ１１᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

ȷ5 ᨞ˌ上で 2 ɢɜˌ上

ȷ5 ɢɜˌ上

高
ޖ

ሰ
ཋ
で

2
ɢ
ɜ
ˌ
上

1 ɢɜˌ上で
5 ႊ人ˌ上

ᴳ
社会ᅦᅍ設

（ᢤᩊᩊ設）
š

ӓܾ人員
10 人ˌ上

ሥྸೌҾが分かれ

るもので、3 ᨞ˌ

上で 10 人ˌ上

ᴢ その˂の社会ᅦᅍ設 š
ӓܾ人員

30 人ˌ上

ሥྸೌҾが分かれ

るもので、3 ᨞ˌ

上で 30 人ˌ上ᴞ ఄܖཎКૅੲ、טᆐ࠷ š

(7) ఄܖ š
ӓܾ人員

50 人ˌ上

ȷ15 ᨞ˌ上で 3 ɢɜˌ上

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

のƏち防災ǻンǿーが設ፗ

されているもの
ȷ５ɢɜˌ上

ȷ15 ᨞ˌ上で

3 ɢɜˌ上

ȷ5 ɢɜˌ上(8) 、Ҧཋ š

(9)
ᴊ ᔕൢෘ場、༏ൢෘ場 š

ӓܾ人員
30 人ˌ上

ሥྸೌҾが分かれ

るもので、3 ᨞ˌ

上で 30 人ˌ上

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

ȷ5 ᨞ˌ上で 2 ɢɜˌ上

ȷ5 ɢɜˌ上

ᴳ πᘌෘ場 š

ӓܾ人員
50 人ˌ上

வ̊に定めるもの

ȷ地᨞にʈᨀ場をஊ

するͣ場

ȷӓܾӨૠ 50 Өˌ

上のދϋᬟ場

ȷ15 ᨞ˌ上で 3 ɢɜˌ上

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

のƏち防災ǻンǿーが設ፗ

されているもの
ȷ５ɢɜˌ上

ȷ15 ᨞ˌ上で

3 ɢɜˌ上

ȷ5 ɢɜˌ上

(10) ͣ場 š

(11) ᅕ社、ݢᨈ、会 š

(12)
ᴊ 場、˺業場 š

5 Ҙɜˌ上
ᴳ スǿǸǪ š

(13)
ᴊ ࡉ、ᬟ場 š 1 ɢɜˌ上

ᴳ ᑋᆰೞኛࡉ š

(14) ࡉ̽ š

(15) 事Ѧ所等 š

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

ȷ5 ᨞ˌ上 10 ᨞ˌ下で 2 ɢɜˌ上

ȷ4 ᨞ˌ下で 5 ɢɜˌ上
[ሥྸೌҾが分かれる場ӳはወਙ
防災ሥྸᎍが࣏要]

3 ɢɜˌ上

(16)

ᴊ
ᙐӳ用ᡦ

（ཎ定用ᡦԃǉ）
š

ӓܾ人員
30 人ˌ上

((6)ȭがԃまれる

場ӳは 10 人ˌ上)

ሥྸೌҾが分かれ

るもので、3 ᨞ˌ

上で 30 人ˌ上

（(6)ȭがԃまれ

る場ӳは、10 人ˌ

上）

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

ȷ5 ᨞ˌ上 10 ᨞ˌ下で 2 ɢɜˌ上

ȷ4 ᨞ˌ下で 5 ɢɜˌ上
[ሥྸೌҾが分かれる場ӳはወਙ
防災ሥྸᎍが࣏要]

è対ᝋ用ᡦの܍する最上᨞及び
対ᝋ用ᡦᢿ分の᩿ᆢのӳ計
でም定する。

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

ȷ5 ᨞ˌ上で 2 ɢɜˌ上

ȷ5 ɢɜˌ上

高
ޖ

ሰ
ཋ
で

(5)

ȭ
ᢿ
分
を
ᨊ

き

2
ɢ
ɜ
ˌ
上

それƧれの用ᡦでᛆ࢘するᢿ分
が܍するものӍは(5)ȭᢿ分を
ᨊき 1 ɢɜˌ上

ᴳ
ᙐӳ用ᡦ

（᩼ཎ定用ᡦのみ）
š

ӓܾ人員
50 人ˌ上

ሥྸೌҾが分かれ

るもので、5 ᨞ˌ

上で 50 人ˌ上

ȷ15 ᨞ˌ上で 3 ɢɜˌ上

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

のƏち防災ǻンǿーが設ፗ

されているもの

ȷ５ɢɜˌ上

ȷ15 ᨞ˌ上で

3 ɢɜˌ上

ȷ5 ɢɜˌ上

(12)、(13)イӍは(15)の
ᢿ分でᛆ࢘するᢿ分が܍するも
のӍは(5)ȭᢿ分をᨊき 3 ɢɜ
ˌ上

(16 の 2) 地下ᘑ š

ӓܾ人員
30 人ˌ上

((6)ȭがԃまれる

場ӳは 10 人ˌ上)

ሥྸೌҾが分かれるもの
１Ҙɜˌ上

[ሥྸೌҾが分かれる場ӳはወਙ
防災ሥྸᎍが࣏要]

1 ɢɜˌ上 1 Ҙɜˌ上 3 Ҙɜˌ上

(17) ૨化ᝠ š
ӓܾ人員

50 人ˌ上
高ޖሰཋでሥྸೌҾ
が分かれるもの

ȷ11 ᨞ˌ上で 1 ɢɜˌ上

ȷ5 ᨞ˌ上 10 ᨞ˌ下で 2 ɢɜˌ上

ȷ4 ᨞ˌ下で 5 ɢɜˌ上
[ሥྸೌҾが分かれる場ӳはወਙ
防災ሥྸᎍが࣏要]

5 ɢɜˌ上

高
ޖ

ሰ
ཋ
で

2
ɢ
ɜ
ˌ
上

その˂(үᨖཋ設等) š

ȷٳǿンӍはϋᝪ
で 1000 ̿ˌ上

ȷ指定ӧ燃ཋで
1500 ɜˌ上

ȷٳǿンӍはϋᝪで 1000 ̿ˌ上

ȷ指定ӧ燃ཋで 1500 ɜˌ上

防້ȷ防災ሥྸ制度ȁǧȃク表

たƩし、ݱཎ対ᝋཋをᨊく。

。ཎ対ᝋཋは、(16)ӝの基แとӷơݱ

たƩし、ݱཎ対ᝋཋをᨊく。
ཎ対ᝋཋは、(16)ӝの基แとݱ
ӷơ。

高
層
建
築
物
（
高
さ
31
ｍ
を
超
え
る
建
築
物
）
で
管
理
権
原
が
分
か
れ
る
も
の
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è 東京都震災対策வ̊に基づく事業所防災計画に関するԓᅆで、定める事はഏの

とƓりです。

定める事 Ӌༀ

１ ˓ Ѧ 分 ਃ 防災についての˓Ѧ分ਃ Ｐ４

２  ሰ ཋ 等
ཋ、設ͳ等の安全確保のための点౨˺、ሰཋ

及びᙀࢍ
Ｐ５

３ ܼ φ 等
ܼφ、ơǎƏ֥、ཋԼの᠃͂、ᓳ下及びᆆ動の防

止のためのਜ਼ፗ
ＰᲰ

４ ү ᨖ ཋ 等

үᨖཋ、ཋ、тཋ、高ןǬス等のᝪᔺ及び取ৢ

場所の点౨ɳびに᠃͂Ӎはᓳ下によるえい及び

්Ј防止ਜ਼ፗ

ＰᲰ

５ ້ ൢ 設 ͳ 等 ້を̅用する設ͳ、֥φ等の点౨及び安全ਜ਼ፗ ＰᲱ

Ჰ ෞ ້ ֥ 等 ෞ້֥等のแͳ及びᢘ正ሥྸ ＰᲱ

Ჱ ᢤ ᩊ ཋからの安全ᢤᩊの確保及び点౨ ＰᲲ

Ჲ
資֥ȷ᩼ ࠝ用ཋԼ

等 の แ ͳ

Ј、ᜱ等の資֥及び᩼ࠝ用ཋԼのแͳɳび

に保ሥ
ＰᲳ

Ჳ  Ꮛ  ጀ 防災についてのᏋ及びጀ Ｐ10

10 ᡲ ઃ ң 力
周ᡀ地域の事業所、住民等とのᡲઃ及びң力˳制

の確ᇌ
Ｐ11

11 地 震 情 報 発 令 時 Ҥෙトȩȕ地震ᐮ時情報発令時等の対ࣖਜ਼ፗ Ｐ11

12 安 ԁ 確 認 の 周 知 ܼଈ等との安ԁ確認のためのᡲዂെの確保 Ｐ12

13 一 斉 帰 宅 の 抑 制
従業員、δᇜ、生ࢻ等及び˂のנᎍ（ˌ下「従

業員等」といƏ。）の一斉帰宅の抑制
Ｐ13

14 帰 宅  ᩊ ᎍ 対 策
従業員等その˂事業所にƓける帰宅ᩊᎍに対す

る情報の੩̓、保ᜱૅੲ、混乱防止対策
Ｐ14

15 そ の ˂ その˂事業ϋܾから災害ʖ防に࣏要なਜ਼ፗ Ｐ15

事業所防災計画に定めてƓく目

１ 震災にͳえての事前計画
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※ 東京都震災対策条例に基づく事業所防災計画に関する告示で、定める事項は次の

とおりです。 

 
 
 

定める事項 参照 

１ 任 務 分 担 防災についての任務分担 Ｐ４ 

２ 建 築 物 等 
建築物、工作物、設備等の安全確保のための点検

及び補強 
Ｐ５ 

３ 家 具 等 
家具、じゅう器、物品の転倒、落下及び移動の防

止のための措置 
Ｐ６ 

４ 危 険 物 等 

危険物、毒物、劇物、高圧ガス等の貯蔵及び取扱

場所の点検並びに転倒又は落下による漏えい及び

流出防止措置 

Ｐ６ 

５ 火 気 設 備 等 火を使用する設備、器具等の点検及び安全措置 Ｐ７ 

６ 消 火 器 等 消火器等の準備及び適正管理 Ｐ７ 

７ 避 難 建物からの安全避難の確保及び点検 Ｐ８ 

８ 
資器材・非常用物品

等 の 準 備 

救出、救護等の資器材及び非常用物品の準備並び

に保管 
Ｐ９ 

９ 教 育 訓 練 防災についての教育及び訓練 Ｐ10 

10 連 携 協 力 
周辺地域の事業所、住民等との連携及び協力体制

の確立 
Ｐ11 

11 地 震 情 報 発 令 時 南海トラフ地震臨時情報発令時等の対応措置 Ｐ11 

12 安 否 確 認 の 周 知 家族等との安否確認のための連絡手段の確保 Ｐ12 

13 一 斉 帰 宅 の 抑 制 
従業員、児童、生徒等及び他の在館者（以下「従

業員等」という。）の一斉帰宅の抑制 
Ｐ13 

14 帰 宅 困 難 者 対 策 
従業員等その他事業所における帰宅困難者に対す

る情報の提供、保護支援、混乱防止対策 
Ｐ14 

15 そ の 他 その他事業内容から災害予防に必要な措置 Ｐ15 

 

 

事業所防災計画に定めておく項目 

１ 震災に備えての事前計画 
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定める事項 参照 

１ 任 務 分 担 震災時の任務分担 Ｐ16 

２ 緊 急 地 震 速 報 緊急地震速報を活用する場合の対応措置 Ｐ17

３ 初 期 消 火 出火防止及び初期消火活動 Ｐ18

４ 危 険 物 等 
危険物、毒物、劇物、高圧ガス等の流出及び漏え

い時の緊急措置 
Ｐ19

５ 救 出 救 護 初期救助及び初期救護活動 Ｐ20

６ 情 報 収 集 被害状況の把握、情報収集、伝達等 Ｐ21

７ 避 難 避難場所及び避難方法 Ｐ21

８ 連 携 協 力 
周辺地域の事業所及び住民に対する初期消火活動

その他震災対策活動の協力 
Ｐ23

9 安 否 確 認 の 実 施 家族等との安否確認の実施 Ｐ23

10 待機・安全な帰宅 
従業員等の施設内における待機及び安全な帰宅の

ための活動 
Ｐ24

11 そ の 他 エレベータの閉じ込め対策 Ｐ26

定める事項 参照 

１ ライフライン対策 ガス、電気、上下水道、通信途絶時の対策 Ｐ27 

２ 二 次 災 害 防 止 
危険物、ガス、電気等に関する二次災害発生防止

措置 
Ｐ27 

３ 被 害 状 況 把 握 被害状況の把握 Ｐ28 

４ 復 旧 作 業 復旧作業等の実施 Ｐ29 

２ 震災時の活動計画 

３ 施設再開までの復旧計画 
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š ˓Ѧ分ਃが定められているか。

ȷ点౨実ғ分Ɲとにਃ࢘ᎍを定め、点౨ૢͳを行います。

点౨ᝧ˓ᎍ ŪŪ ŪŪ

日ࠝの້災ʖ防 定期に実する点౨ȷ౨௹

防້ਃ࢘ᝧ˓ᎍ ້Ψᝧ˓ᎍ ᆔК ғ 分 ਃ ࢘

○
○
課

○○課ᧈ

○○̞ ○○̞ᧈ ᐯ主౨௹ ཋ（構造等）関̞ ○○ ○○

šš̞ šš̞ᧈ ᐯ主౨௹ 防້ȷᢤᩊ設関̞ šš šš

ţţ̞ ţţ̞ᧈ ᐯ主౨௹ ᩓൢ設ͳ関̞
ᩓൢ主˓২ᘐᎍ
ţţ ţţ

š
š
課

šš課ᧈ

○○̞ ○○̞ᧈ ᐯ主౨௹ ້ൢ̅用設ͳ֥φ Ӳ້Ψᝧ˓ᎍ

šš̞ šš̞ᧈ ᐯ主౨௹ үᨖཋ設関̞
үᨖཋ取ৢᎍ
ŭŭ ŭŭ

ţţ̞ ţţ̞ᧈ ᐯ主౨௹ ෞ防用設ͳ等 ŧŧ ŧŧ

○ ෞ防計画のᐯ主౨௹ȁǧȃク表（日ࠝ）や（定期）を活用しましǐƏ。

○ ᝧ˓ᎍは、事業所のリーダーとなって対策を進めていかなけれƹならないᇌ場にƋ

ることから、ഏのᎍを指定します。

ȷ（̊）防災ሥྸᎍ、防້ሥྸᎍ

ȷ従業員に指ᅆ命令ができ、点౨ૢͳについてのೌᨂ及びᝧ˓をஊしているᎍ

○ ້Ψᝧ˓ᎍは、Ӳܴ、ǻクǷȧンƝとに定め、日ࠝの点౨をਃ࢘します。

○ 点౨ྰの編成は、ˁ 事上のᝧ˓ғ分やᣐፗཞඞなどをᎋॾして指定することが࣏要

です。

○ 従業員がݲない事業所では、一人で˴ࢫかをਃ࢘するなどします。

○ ᧉ業ᎍに̔᫂したり、資ݦ、要とする点౨ૢͳについては࣏ᧉ的知識や২ᘐをݦ

をஊする従業員を点౨ਃ࢘ᎍとして指定します。

１ 震災にͳえての事前計画

１-１ 防災についての˓Ѧ分ਃ

○ 地震は、地震動そのものによる被害のǄか、ʚഏ的にឪこる້災でも大きな被害

をもたらします。このため、地震にͳえた事前ȁǧȃクをするために、Ƌらかơめ˓

Ѧ分ਃしてƓきます。

○ 事業所にƓける点౨ૢͳは、一ᑍのܼࡊにൔ᠋して点౨ሖ所がٶく、一人ですǂ

てを行Əことは᩼ࠝにᩊです。

○ 職場でく人のɶから点౨ྰを編成し、˓Ѧ分ਃにࣖơて組ጢ的に点౨を行Əこ

とが࣏要です。

ポイント

ȁǧȃク事

5

š 周ᡀのүᨖࣱ（地盤の᠂ࣱࢊ、෩ཞ化、ඬ等）をȏǶーȉȞȃȗ等で৭੮してい

るか。

š ࢍʒᘷなどを点౨する˳制がƋり、ᙀ、࢟Ө、௵、ُなどのᎊ度や変םሰཋの

െについて定めているか。

š Ǭȩスᆸのཞඞを確認し、лれやすいǬȩスに対して防止ਜ਼ፗをしているか。

š Ⴣெやༀ明֥φなどがᓳ下しないよƏにしっかり取り˄けているか。

š ሰཋの耐、ཋはሰ基แඥ上の新耐震基แˌ前（ଯ和56年（1981年））の

震ો修の̟進に関するඥࢷ（成Ჱ年ඥࢷᇹ123ӭ）に基づき耐震ᚮ断を行ってい

るか。

○ いつ地震がきても被害が大きくならないよƏにү害防止のᚇ点からཋ等の点౨

及びᙀࢍを行い、職場ƙるみでእから対策をᇌてます。

○ Ⴣெやༀ明֥φは、ૠか所˷分に定するなど、安全ࣱについてҗ分˷ᘽをもった

ᙀࢍをします。

○ 従業員がˁ事をしている場所や業Ѧዒዓのために重要な場所などから耐震ᙀࢍを

。要です࣏り、安全ᆰ間を確保することが

○ 耐震ᚮ断を実した場ӳは、ᚮ断ኽௐに基づき࣏要な耐震ᙀࢍ等を実します。

なƓ、耐震ᚮ断、耐震ᙀࢍを実するᨥは、高度な知識と২ᘐを࣏要とすることか

らݦᧉܼに̔᫂するよƏにします。

○ 事業所にƓけるүᨖࣱをܲᚇ的に৭੮し、対ࣖすることのЈஹる˳制をૢͳするた

めに、一定ᙹの地震の発生を想定し、被害७ಮをƋらかơめ৭੮するよƏにします。

１-２ ࢍཋの点౨とᙀ˺、ሰཋ

○ 首都直下地震が発生すると、ੵれや地盤の෩ཞ化により東京都でٶૠのཋが全

ْӍはҞْになると想定されています。

○ のȢȫǿȫやǿイȫのはくᩉ、ᆸǬȩスやჃெなどُٳ、ཋが全ْしなくても

のᓳ下、Ȗȭȃクتやᧉ௵などのْ͂のүᨖは、いたる所にƋります。

○ ǳンクリート造のཋにƓいては、˯ޖ᨞にൔǂ高ޖ᨞に大きな被害が発生しま

す。また、大ᝤࡃのよƏに大ᙹᆰ間をஊするཋでは、ӵټʟのᓳ下被害が

。く確認されていますٶ

○ 修ጣをしてƓくことが大ࢍཋの点౨を行い、不ͳがƋった場所はᙀ˺ሰཋや

Џです。

○ 地震による被害を想定し事業所防災計画を˺成することが࣏要です。

ポイント

ȁǧȃク事
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□ 周辺の危険性（地盤の軟弱性、液状化、津波等）をハザードマップ等で把握してい

るか。

□ 建築物の土台、柱、壁などの老朽度や変形、亀裂などを点検する体制があり、補強

手段について定めているか。 

□ ガラス窓の状況を確認し、割れやすいガラスに対して飛散防止措置をしているか。 

□ 看板や照明器具などが落下しないようにしっかり取り付けているか。

□ 建築基準法上の新耐震基準以前（昭和56年（1981年））の建物は、建築物の耐

震改修の促進に関する法律（平成７年法律第123号）に基づき耐震診断を行ってい

るか。

○ いつ地震がきても被害が大きくならないように危害防止の観点から建物等の点検

及び補強を行い、職場ぐるみで平素から対策を立てます。 

○ 看板や照明器具は、数か所余分に固定するなど、安全性について十分余裕をもった

補強を施します。 

○ 従業員が仕事をしている場所や業務継続のために重要な場所などから耐震補強を

図り、安全空間を確保することが必要です。 

○ 耐震診断を実施した場合は、診断結果に基づき必要な耐震補強等を実施します。

なお、耐震診断、耐震補強を実施する際は、高度な知識と技術を必要とすることか

ら専門家に依頼するようにします。 

○ 事業所における危険性を客観的に把握し、対応することの出来る体制を整備するた

めに、一定規模の地震の発生を想定し、被害態様をあらかじめ把握するようにします。 

１-２ 建築物、工作物の点検と補強

○ 首都直下地震が発生すると、揺れや地盤の液状化により東京都で多数の建物が全

壊又は半壊になると想定されています。 

○ 建物が全壊しなくても、外壁のモルタルやタイルのはく離、窓ガラスや看板など

の落下、ブロック塀や門柱などの倒壊の危険は、いたる所にあります。 

○ コンクリート造の建物においては、低層階に比べ高層階に大きな被害が発生しま

す。また、大型量販店のように大規模空間を有する建物では、吊天井の落下被害が

多く確認されています。 

○ 建築物や工作物の点検を行い、不備があった場所は補強修繕をしておくことが大

切です。 

○ 地震による被害を想定し事業所防災計画を作成することが必要です。

ポイント 

チェック事項
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š 。下、ᡫែなどにᢤ難のᨦܹとなるཋがፗかれていないかࡔ

š オフィス家具類ሁの᠃͂防ഥਜ਼ፗをしているか。

š コピーೞや自ѣᝤ٥ೞのような量ཋのᆆѣ防ഥਜ਼ፗがさ

れているか。

š 家具類の᠃͂、ᓳ下、ᆆѣによりᆸǬȩスがлれることはないか。

Ũ 。下やᡫែには自ѣᝤ٥ೞやロッカー類をፗかないようにしますࡔ

Ũ 家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣによりᆸǬȩスをлらないよう、ᆸǬȩスのᡈくにᣐፗ

しないようにします。

Ũ ᠃͂防ഥ֥具がɢがɟٳれてもᘮܹをӖƚにくいᣐፗにします。

Ũ ૰１のオフィス家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣ防ഥݣሊᲢᲭ０᳸ᲣもӋ考にݣሊを

ܱ施します。

š ੵれによってүᨖཋがあƾれЈることはないか。

š ᭗タンクሁのᓳ下防ഥਜ਼ፗはܦμか。

š 。μな場で使用されているかܤ

š ᡛሥなどのዼᘔᘺፗのೞᏡはよいか。

š ཋԼの᠃͂、ᓳ下ሁによるฆ合ႆ້を防ƙਜ਼ፗはしているか。

１-Ჭ オフィス家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣ防ഥݣሊ

Ũ 大きな地ᩗでは、オフィス家具類ሁの᠃͂、ᓳ下Ӎはᆆѣがႆဃします。

Ũ ᭗ޖ᨞Ტಒƶ 10 ᨞ˌ上Უでは、大きくǏっくりしたੵれᲢᧈԗ地ᩗѣᲣに

より、オフィス家具類が᠃͂ᓳ下することに加え、コピーೞや自ѣᝤ٥ೞのよう

な量ཋが大きくᆆѣします。

Ũ これら量ཋのᆆѣによりࢼಅՃሁがਬまれないようにすることが、៲のܤμ

を確保する上で大Џです。

１-Ხ үᨖཋのໜ౨とܤμਜ਼ፗ

Ũ 地ᩗによるᘮܹは、地ᩗのᙹ、ႆ ဃ場などによってီなることから、үᨖཋ

をᝪᔺӍはӕりৢうʙಅにあっては、үᨖཋの種類、ૠ量、施ᚨのᙹ、࢟७ሁ

に応じたүᨖཋ施ᚨのܱ७にあったݣሊをᇌてておく必要があります。

ȁǧックʙ

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š 。下、ᡫែなどにᢤ難のᨦܹとなるཋがፗかれていないかࡔ

š オフィス家具類ሁの᠃͂防ഥਜ਼ፗをしているか。

š コピーೞや自ѣᝤ٥ೞのような量ཋのᆆѣ防ഥਜ਼ፗがさ

れているか。

š 家具類の᠃͂、ᓳ下、ᆆѣによりᆸǬȩスがлれることはないか。

Ũ 。下やᡫែには自ѣᝤ٥ೞやロッカー類をፗかないようにしますࡔ

Ũ 家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣによりᆸǬȩスをлらないよう、ᆸǬȩスのᡈくにᣐፗ

しないようにします。

Ũ ᠃͂防ഥ֥具がɢがɟٳれてもᘮܹをӖƚにくいᣐፗにします。

Ũ ૰１のオフィス家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣ防ഥݣሊᲢᲭ０᳸ᲣもӋ考にݣሊを

ܱ施します。

š ੵれによってүᨖཋがあƾれЈることはないか。

š ᭗タンクሁのᓳ下防ഥਜ਼ፗはܦμか。

š 。μな場で使用されているかܤ

š ᡛሥなどのዼᘔᘺፗのೞᏡはよいか。

š ཋԼの᠃͂、ᓳ下ሁによるฆ合ႆ້を防ƙਜ਼ፗはしているか。

１-Ჭ オフィス家具類の᠃͂ȷᓳ下ȷᆆѣ防ഥݣሊ

Ũ 大きな地ᩗでは、オフィス家具類ሁの᠃͂、ᓳ下Ӎはᆆѣがႆဃします。

Ũ ᭗ޖ᨞Ტಒƶ 10 ᨞ˌ上Უでは、大きくǏっくりしたੵれᲢᧈԗ地ᩗѣᲣに

より、オフィス家具類が᠃͂ᓳ下することに加え、コピーೞや自ѣᝤ٥ೞのよう

な量ཋが大きくᆆѣします。

Ũ これら量ཋのᆆѣによりࢼಅՃሁがਬまれないようにすることが、៲のܤμ

を確保する上で大Џです。

１-Ხ үᨖཋのໜ౨とܤμਜ਼ፗ

Ũ 地ᩗによるᘮܹは、地ᩗのᙹ、ႆ ဃ場などによってီなることから、үᨖཋ

をᝪᔺӍはӕりৢうʙಅにあっては、үᨖཋの種類、ૠ量、施ᚨのᙹ、࢟७ሁ

に応じたүᨖཋ施ᚨのܱ७にあったݣሊをᇌてておく必要があります。

ȁǧックʙ

ȁǧックʙ

ȝǤント

7

Ũ үᨖཋのᝪᔺӕৢ量や施ᚨ࢟७を考慮して、םのうやԈ着材ሁをҗЎͳえておき

ます。

Ũ ዬ࣯のүᨖཋのӖƚ入れなど、ᡈᨩのүᨖཋ施ᚨをਤƭʙಅとのңщ体Сを˺

っておくこともஊјです。

Ũ үᨖཋ施ᚨから施ᚨٳへのүᨖཋの්Ј、ਘを防ഥするためにᚨƚられた防ء、

൦ไ、Ўᩉ、්Ј防ഥءሁがᄊした場合のݣ応ሊもᜒじておきます。

š ້ൢᚨͳሁのஜ体、༓૰ܾ֥の᠃͂防ഥਜ਼ፗなどをしているか。

š ້ൢᚨͳሁのԗに༓えやすいものをፗいていないか。

š ້ൢᚨͳሁのԗから᠃͂、ᓳ下するӧ༓ཋሁ

がないか。

š ԗがɧ༓材でғဒされた場ሁ、ܤμな場

で使用されているか。

š 自ѣෞ້ᘺፗӏƼ༓૰の自ѣͣഥᘺፗが˄いて

いるか、また、ദしくೞᏡするか。

Ũ ້ൢᚨͳሁの᠃͂、ᓳ下防ഥਜ਼ፗは、地ᩗѣにҗЎ᎑えられる強度をਤった施工を

します。

Ũ ༓૰ᣐሥやコックなどは、ೞᏡや材ឋのໜでよりܤμなೞ֥を使用します。

Ũ ້ൢᚨͳሁがᚨፗされている場からのЈ້を防ƙため、ԗのૢྸ、ૢ ᪶をܱ施

します。

１-Ჯ ້ൢᚨͳሁのໜ౨とܤμਜ਼ፗ

Ũ もっともٶく້ൢᚨͳሁを使用するžϤのٲ方ſに地ᩗがႆဃすると、ӷにૠٶくの

້がႆဃするとʖेされています。

Ũ ້ൢᚨͳሁからのЈ້を防ƙには、ᚨͳஜ体、ԗのཞඞなどをໜ౨し、ɧͳʙをો

ծしておくことが大Џです。

１-Ჰ ෞ້֥ሁのแͳとᢘദሥྸ

Ũ 地ᩗには້がӷにႆٶすることがʖेされます。

Ũ ້ႆဃにෞ້֥ሁを確ܱに使えるようにଐ᪭のໜ౨とጀをܱ施します。

ȁǧックʙ

ȝǤント

ȝǤント
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□ 消火器等が指定された場所に常備されているか。また、

物品の転倒、落下などで消火器等が使用不能にならずに 

容易に持ち出せる位置にあるか。 

□ 消火器等に変形、腐食などがないか。

○ 消防法等により、消火器等の設置が義務付けられている事業所では、定期的に点検

を実施する必要があります。 

○ 建物の規模、使用形態等により、消防設備士、消防設備点検

資格者などの有資格者による点検が必要となる事業所があり

ます。 

○ 自主的に消火器等を設置した事業所でも定期的に点検を実

施し、いつでも使用できるようにします。 

○ 消火器は粉末消火器、強化液消火器などの種類があり、対

象物に適応した種類の消火器を配置します。 

□ 家具類の落下や移動で扉が開かなくなるようなことはないか。

□ 避難する通路や階段に障害となるような物はないか。 

□ 都区市町村が作成する防災マップ（ハザードマップ）等を定期的に確認しているか。 

□ 避難場所まで避難する場合の一時集合場所、避難順路、誘導方法等が複数定められ

ているか。 

１-７ 建物からの安全避難の確保

○ 廊下や出入口周辺には物品を置かないよう日頃から点検しておきます。

○ 仕事をしている場所から一時避難できる場所までの避難経路を複数考えておき

ます。 

○ 事業所周辺の地域の危険性を把握しておくことが必要です。

〇 避難場所等の指定はおおむね５年ごとに見直され、令和４年９月１日から第９

回指定の運用が開始されました。詳しくは東京都ＨＰをご確認ください。 

チェック事項

チェック事項

ポイント 
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□ 消火器等が指定された場所に常備されているか。また、

物品の転倒、落下などで消火器等が使用不能にならずに 

容易に持ち出せる位置にあるか。 

□ 消火器等に変形、腐食などがないか。

○ 消防法等により、消火器等の設置が義務付けられている事業所では、定期的に点検

を実施する必要があります。 

○ 建物の規模、使用形態等により、消防設備士、消防設備点検

資格者などの有資格者による点検が必要となる事業所があり

ます。 

○ 自主的に消火器等を設置した事業所でも定期的に点検を実

施し、いつでも使用できるようにします。 

○ 消火器は粉末消火器、強化液消火器などの種類があり、対

象物に適応した種類の消火器を配置します。 

□ 家具類の落下や移動で扉が開かなくなるようなことはないか。

□ 避難する通路や階段に障害となるような物はないか。 

□ 都区市町村が作成する防災マップ（ハザードマップ）等を定期的に確認しているか。 

□ 避難場所まで避難する場合の一時集合場所、避難順路、誘導方法等が複数定められ

ているか。 

１-７ 建物からの安全避難の確保

○ 廊下や出入口周辺には物品を置かないよう日頃から点検しておきます。

○ 仕事をしている場所から一時避難できる場所までの避難経路を複数考えておき

ます。 

○ 事業所周辺の地域の危険性を把握しておくことが必要です。

〇 避難場所等の指定はおおむね５年ごとに見直され、令和４年９月１日から第９

回指定の運用が開始されました。詳しくは東京都ＨＰをご確認ください。 

チェック事項

チェック事項

ポイント 

9

○ 避難する際は、エレベーターを使用せずに階段を使

用します。

○ 建物外壁の窓ガラスや看板などの落下、ブロック塀等

の倒壊の危険性があることから慌てて外に飛び出さな

いようにします。

○ 避難場所等へ避難する場合は、車両等を使用せずに徒

歩とします。

□ 初期消火活動や救出・救護のために必要な資器材が用意されているか。

□ ライフラインの途絶や従業員等の帰宅困難者に備え、必要な非常用物品等の保管数、

使用期限等の点検方法や保管方法を定めているか。 

○ 準備した資器材や非常用物品は、階層やゾーンご

とに分散し、すぐ使える場所に保管します。 

○ 非常用物品は、帰宅困難者となる従業員等を含めて、

一人あたり３日分を目安に準備します。 

○ 雑用水としても水を多く必要とするため、貯水槽などに常に水をためておきます。 

避難所と避難場所の違い 

〈避難所とは〉 

災害により住宅を失った場合に一定の期間避難生活をする場所です。具体的な施

設としては、小中学校や公民館など公共施設が多くあります。 

〈避難場所とは〉 

地震などによる火災が延焼拡大して地域全体が危険になったときに避難する場

所で、大規模な公園や団地、大学などが指定されています。

１-８ 資器材・非常用物品等の準備

○ 初期消火や救助・救護活動に必要な資器材を準備しておく必要があります。

○ 帰宅困難者（従業員、在館者等）が事業所内に待機できるよう、３日分の必要な

水、食料、寝具等を準備しておく必要があります。 

チェック事項

ポイント 

ポイント 
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ȷ᩼ࠝ用ཋԼሁは、ਤちЈしやすい場にͳᔛ保ሥします。

ȷͳᔛ保ሥ施ᚨにْሁのऀれがある場合は、Ўして保ሥします。

š ጀを定的にᘍうことにƭいて定めているか。

š 地ᩗによるᘮܹをे定したጀをܱ施しているか。

š 。の৮Сに᧙するጀをܱ施しているかܡ困難ᎍのɟ૪࠙ܡ࠙

š ܱ施にƭいては、ૼ入ᅈՃが入ᅈするや防のଐ

Ტ９உ１ଐᲣሁ、ʙЭにൿめておきます。

Ũ ጀはあらかじめ定めた˓ѦЎਃにؕƮいてᘍいますが、ਦ定された˓Ѧˌٳの

ѣϋܾを৭੮しておくことも必要です。

Ũ ிʮෞ防࠻țーȠȚーǸではጀのӋ考となるѣဒをኰʼしています。Ტp.41 ૰

ᲬӋༀᲣ

Ũ ᢘЏな応࣯࢘をᘍえるよう、Ꮛ、ጀをଐ᪭からᘍっておくことが要です。

種 К Լ Ӹ

応࣯࢘用Լ
ĬҔᕤԼᲴൈᓏෞ剤、やƚどᕤ、ഥᘉ剤ሁ

ĭ࣯用ԼᲴഥᘉ࠘、Ѽ࠘、ǬーǼ、ɤᚌࠉ、ばǜそうこうሁ

助˺ಅ用֥材 Ǹȣッǭ、のこƗり、Ȑール、スコッȗ、ਃ、ൗࠋሁ

᩼ࠝ用ཋԼ
দ中ᩓ໊、ਘ٣֥、ȩǸオ、ᩓ൷、ビニールᘥ、、タオル、防

൦Ƿート、ൗࠋ、Șルȡットሁ

ဃ必ᩔԼ

Ĭ૰Ტፃᛄ、ʑȑン、ǤンスタントԼሁᲣᲭଐЎgࢼಅՃሁૠ

ĭ૰൦Ტ１ʴ࢘たり１ଐᲭリットルᲣᲭଐЎgࢼಅՃሁૠ

Įઃ࠘༓૰、カǻットコンロ、カǻットボンș、、やかǜሁ

įቇତトǤȬ

İݏ具ሁᲢൗݏ、ࠋᘥሁᲣ

᩼ࠝਤちЈしԼ 要類ሁ

１-９ Ꮛ、ጀ

Ũ ଐ᪭からʙಅ防ᚘဒの必要ࣱや˓ѦЎਃにƭいて、定̊ȟーȆィングなどの

ೞ˟をਵえて、すべてのࢼಅՃが確認、৭੮しておくことが大Џです。

Ũ ᘮܹをஇݱᨂに৮えるためには、μՃが的確にѣすることが必要です。そのた

めにはଐ᪭のጀによりӲ自の˓Ѧ、ᘍѣをᙾえておくことが必要となります。

ȁǧックʙ

ȝǤント

᩼ࠝ用ཋԼሁとしてแͳしておくと̝利なものᲢ̊Უ
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・非常用物品等は、持ち出しやすい場所に備蓄保管します。

・備蓄保管施設に損壊等の恐れがある場合は、分散して保管します。

□ 訓練を定期的に行うことについて定めているか。

□ 地震による被害を想定した訓練を実施しているか。

□ 帰宅困難者の一斉帰宅の抑制に関する訓練を実施しているか。

□ 実施時期については、新入社員が入社する時期や防災の日

（９月１日）等、事前に決めておきます。 

○ 訓練はあらかじめ定めた任務分担に基づいて行いますが、指定された任務以外の活

動内容を把握しておくことも必要です。 

○ 東京消防庁ホームページでは訓練の参考となる動画を紹介しています。（p.41 資料

２参照） 

○ 適切な応急手当を行えるよう、 教育、訓練を日頃から行っておくことが重要です。

種 別 品 名 

応急手当用品 
①医薬品：殺菌消毒剤、やけど薬、止血剤等

②救急用品：止血帯、包帯、ガーゼ、三角巾、ばんそうこう等

救助作業用資器材 ジャッキ、のこぎり、バール、スコップ、担架、毛布等 

非常用物品 
懐中電灯、拡声器、ラジオ、電池、ビニール袋、軍手、タオル、防

水シート、毛布、ヘルメット等 

生活必需品 

① 食料（缶詰、乾パン、インスタント食品等）３日分×従業員等数

②飲料水（１人当たり１日３リットル）３日分×従業員等数

③携帯燃料、カセットコンロ、カセットボンベ、鍋、やかん等

④簡易トイレ

⑤寝具等（毛布、寝袋等）

非常持ち出し品 重要書類等 

１-９ 教育、訓練

○ 日頃から事業所防災計画の必要性や任務分担について、定例ミーティングなどの

機会を捉えて、すべての従業員が確認、把握しておくことが大切です。 

○ 被害を最小限に抑えるためには、全員が的確に活動することが必要です。そのた

めには日頃の訓練により各自の任務、行動を覚えておくことが必要となります。 

チェック事項

ポイント 

非常用物品等として準備しておくと便利なもの（例） 

11

＜協力体制の協定先の例＞ 協定内容を把握しているか。 

・他事業所の自衛消防隊 ・自主防災組織

・地域住民（町会・自治会等） ・その他の震災時に協力を得られる団体等

○ 自らの事業所だけではなく、周辺地域の消火活動及び救出・救護活動の相互支援を

行う体制をつくるようにします。また、日頃から近隣の町会などが行う防災訓練には

積極的に参加し、相互協力体制のきずなを築くことが大切です。 

□ 責任者等は、情報の事実を確認するとともに、その後の情報収集のため必要な指示

を担当者に与えるようになっているか。 

□ 収集した情報は、必要に応じ、速やかに従業員等に伝達するようになっているか。 

○ テレビ、ラジオ、区市町村の地域防災行政無線等から正確な情報をつかむようにし

ます。 

１-１０ 周周辺辺地地域域のの事事業業所所、、住住民民等等ととのの連連携携とと協協力力

○ 震災時には、自らの事業所と隣接事業所や防災市民組織、住民等とが消火作業や

救出活動、資器材の援助等を協力して行うことで被害の拡大を防ぐことができます。 

○ 防災市民組織、地域住民等との協定を事前に取り決めておくなど、地域における

相互協力体制を構築しておくことが大切です。 

１-１１ 南海トラフ地震臨時情報

○ 南海トラフ沿いで異常な現象が観測され、南海トラフ地震と関連する調査を開始

した場合や観測された異常な現象の調査結果を発表する場合に南海トラフ地震臨

時情報が気象庁より発表されます。 

○ 気象庁が発表する情報を早く正しく集め、従業員等に伝え、地震発生に備えるこ

とが必要です。 

○ 営業時間の内外を問わず、臨時情報等が発せられた場合の応急措置についてあら

かじめ定めておき、速やかに行動できる体制を整備しておくことが大切です。 

チェック事項

ポイント 

ポイント 

チェック事項

○ 放送設備等により情報を伝える場合は、外部の人に動揺や混乱を与えないように、

あらかじめ定めた放送文例により落ちついて放送します。
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□ 従業員に対して、家族等との安否確認手段の周知・利用啓発をしているか。

□ 従業員及び家族との安否確認の方法及び連絡手段を複数検討しているか。

○ 震災時は、固定電話や携帯電話が通話規制によりつながりにくくなることから、従

業員に対して、家族等との安否確認の連絡手段を確保するよう周知します。 

○ 従業員及び家族との安否確認等の連絡手段については、携帯電話の災害用伝言板や

災害用伝言ダイヤル 171、SNS（ソーシャル・ネットワーク・サービス）等を活用

するとともに、複数の手段をあらかじめ定めておきます。 

１-１２ 安否確認の周知

○ 東日本大震災後に、東京都が行った、発災時に都内にいた外出者に対するアン

ケート調査結果によると、帰宅行動を開始した理由として、「家族と連絡が取れず、

安否が気になったため」と回答した人が多く見られました。 

チェック事項

ポイント 

1.3

1.8

2

2.8

2.8

2.9

3

5.3

8

8.8

9.1

14.3

14.4

19.9

4.5

3.4

4.8

4.4

4.3

9.2

10

8.3

3.9

11.7

7.7

3.2

6.8

3.9

5.7

5.9

3.8

9.7

8.8

3.2

4.4

8

9.7

1.8

0 5 10 15 20 25 30 35

滞在していた施設から退出を告げられた

周囲の人たちが帰っていた

滞在場所で安全や情報が確保できなかった

他に行き先や待機場所がなかった

学校や幼稚園の迎えがあった

道が混雑して帰れなくなると思った

電車の運行再開まで時間がかかる

自宅の家財などの散乱状況が気になった

家族と連絡は取れたが余震などが心配だった

家族と連絡が取れず安否が気になった

会社や上司、学校などから帰宅指示

電車の運行再開が分からなかった

業務や用事が終わった

電車が動きだした

帰宅を開始した理由＜３つまで＞ （単位：％）

最も重要な理由 ２番目の理由 ３番目の理由

N=4,000 人 
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š 。ԁ確認െのԗჷȷ利用գႆをしているかܤして、家ଈሁとのݣಅՃにࢼ

š 。ԁ確認の方法ӏƼᡲዂെをᙐૠ౨᚛しているかܤಅՃӏƼ家ଈとのࢼ

Ũ ᩗは、固定ᩓᛅやઃ࠘ᩓᛅがᡫᛅᙹСによりƭながりにくくなることから、ࢼ

ಅՃにݣして、家ଈሁとのܤԁ確認のᡲዂെを確保するようԗჷします。

Ũ ԁ確認ሁのᡲዂെにƭいては、ઃ࠘ᩓᛅのܹ用ˡᚕெやܤಅՃӏƼ家ଈとのࢼ

ܹ用ˡᚕȀǤȤル 171、SNSᲢǽーǷȣルȷȍットȯークȷǵービスᲣሁを用

するとともに、ᙐૠのെをあらかじめ定めておきます。

１-１Წ ԁ確認のԗჷܤ

Ũ ிଐஜ大ᩗࢸに、ிʮᣃがᘍった、ႆにᣃϋにいたٳЈᎍにݣするアン

Ǳートᛦ௹ኽௐによると、࠙ܡᘍѣをڼしたྸဌとして、ž家ଈとᡲዂがӕれƣ、

。くᙸられましたٶԁがൢになったためſとׅሉしたʴがܤ

ȁǧックʙ

ȝǤント

1.3

1.8

2

2.8

2.8

2.9

3

5.3

8

8.8

9.1

14.3

14.4

19.9

4.5

3.4

4.8

4.4

4.3

9.2

10

8.3

3.9

11.7

7.7

3.2

6.8

3.9

5.7

5.9

3.8

9.7

8.8

3.2

4.4

8

9.7

1.8

0 5 10 15 20 25 30 35

๛נしていた施ᚨからᡚЈをԓƛられた

ԗのʴたちが࠙っていた

๛נ場でܤμやऴإが確保できなかった

˂にᘍきέやࢳೞ場がなかった

のᡇえがあったטᆐ࠷やఄܖ

ᢊがฆᩃして࠙れなくなると࣬った

ᩓのᢃᘍϐまで間がかかる

自ܡの家ᝠなどのʏཞඞがൢになった

家ଈとᡲዂはӕれたが˷ᩗなどが࣎ᣐだった

家ଈとᡲዂがӕれƣܤԁがൢになった

˟ᅈや上Ӯ、ఄܖなどから࠙ܡਦᅆ

ᩓのᢃᘍϐがЎからなかった

ಅѦや用ʙがኳǘった

ᩓがѣきだした

したྸဌᲶᲭƭまでᲸڼをܡ࠙ ᲢҥˮᲴᲟᲣ

இも要なྸဌ ᲬဪႸのྸဌ ᲭဪႸのྸဌ

N=4,000 ʴ
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š 。しないſことをԗჷしているかڼಅՃሁにžǉやみにᆆѣをࢼ

š ೞ場がʙಅࢳμなܤಅՃをသめるためのࢼできるようになるまでڼをܡ࠙

ϋに確保されているか。

š 。具ሁᲣをแͳしているかݏ、困難ᎍのための᩼ࠝ用ཋԼᲢ૰、૰൦ܡ࠙

š ฆʏཞඞӏƼއ˰地ሁを考慮したࠀᡚᅈᚘဒӏƼ࠙ܡ地を˺しているか。

Ũ 困難ᎍሁのႆဃによるฆʏを防ഥするため、žǉやみにᆆѣܡして࠙ݣಅՃሁにࢼ

をڼしないſやž࠙ܡ困難ᎍࢽ࣎ 10 かவſをࡁ࣋します。

Ũ ܡಅՃがᬜԗᡀやᢊែ上に๛သする大量の࠙ࢼ

困難ᎍのɟʴとして、ᨼׇ᠃͂にࠇき込まれたり、

້やᓳ下ཋሁによりүᨖなཞ७にさらされない

ようにਜ਼ፗする必要があることを認ᜤします。

Ũ ʙಅにおいてɟ૪࠙ܡを৮Сすることは、

助ȷ࣯ѣ、ෞ້ѣ、ዬ࣯ᡛѣሁの応࣯

ѣをᡆᡮかƭό๖にܱ施するためのʙಅのᝧѦ

であることを認ᜤします。

１-１Ჭ ɟ૪࠙ܡの৮С

Ũ ிଐஜ大ᩗでは地ᩗのࢨ᪪でிʮᣃϋのʩᡫೞ᧙がͣഥしたため、Ჯ１Ჯɢʴ

をឬえる࠙ܡ困難ᎍがႆဃしᬍᣃחを中࣎に大ฆʏがឪきました。

Ũ 地ᩗႆဃႺࢸのɟ૪࠙ܡᘍѣは、ٶૠの࠙ܡ困難ᎍのႆဃによるฆʏやʚഏܹ

にƭながるおそれがあります。

Ũ 困難ᎍሁのႆဃによるฆʏを防ܡ࠙

ഥするためには、žǉやみにᆆѣをڼ

しないſことをࢼಅՃሁにࡁ࣋すること

が要です。

Ũ ɟ૪࠙ܡを৮СするためにʙЭにᚘ

ဒをᇌてるとともに、˟ ᅈでࢳೞするࢼ

ಅՃのためにܤμなࢳೞ場や必要な

൦、૰、ݏ具ሁのͳᔛԼをแͳしてお

く必要があります。 ฑ๛するᣃϋᢊែᲢிଐஜ大ᩗᲣ

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š 帰宅ᩊᎍに対する待ೞに̞るకϋ、安全な場所ǁのᛔݰなどのМ用ᎍ保ᜱのため

のਜ਼ፗがᜒơられているか。

š ᑄ等で、൦やトイȬ及び情報੩̓を受けることがでࡃഩによる帰宅ኺែ、ඝᢊのࢻ

きる災害時帰宅ૅੲスȆーǷȧンを৭੮しているか。

○ 東日本大震災では、「ᩓのᢃ行ϐがいつになるか分からなかった」といƏྸဌ

で帰宅行動をڼした帰宅ᩊᎍがٶくいたことから、ᤧ ᢊのᢃ行ཞඞを情報੩̓す

る˳制をΪ実さƤます。

○ 情報を੩̓する場ӳは、ϋ્ᡛ設ͳ、ȇǸǿȫǵイȍーǸ等を活用し、᪦٣や૨

。ͳにᣐॾしますૢؾやすいࢽによる情報੩̓を実するなど、情報を܌

○ ᬜ周ᡀの事業所では、ᬜ前๛သᎍ対策ңᜭ会とᡲઃし、帰宅ᩊᎍを一時๛נ設

にᛔݰするなどМ用ᎍ保ᜱをるよƏにします。

帰宅ᩊᎍ１０ࢽ࣎かவ

１ Ƌわてƣᬳがƣ、ཞඞ確認

２ ઃ帯ȩǸǪをポǱȃトに

３ ˺ってƓこƏ帰宅地（東京都防災Ȟȃȗを見る）

４ ȭȃǫーけたらスȋーǫー（防災ǰȃǺ）

５ தのɶにȁȧǳやǭȣȩȡȫ（ቇତ料）

Ჰ 事前にܼଈでᛅしӳい（ᡲዂെ、ᨼӳ場所）

Ჱ 安ԁ確認、災害用ˡᚕダイȤȫ等やᢒくのᚃী（災害用ˡᚕダイȤȫȷ

災害用ˡᚕெ）

Ჲ ഩいて帰るጀを

Ჳ ራにࣖơたϬଡ଼แͳ（ઃ帯ǫイȭやǿǪȫなど）ܓ

10 ٣をੑけӳい、яけӳƓƏ

１-１４ 帰宅ᩊᎍ対策

○ 帰宅ᩊᎍの発生抑制には、ܼଈ等との安ԁ確認や一斉帰宅の抑制の取り組みを

推進することが大Џです。

○ 東日本大震災では、一ᢿの設に受入ӧᏡ人ૠをឬえる帰宅ᩊᎍがᨼɶしたこ

とにより、設の確保と受入れがᩊとなった事業所がƋりました。

○ 事業所の従業員等に対する情報の੩̓、保ᜱૅੲ、ʩᡫെの確保などについて

対策をᇌててƓくことが大Џです。

ȁǧȃク事

ポイント
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○ 帰宅ᩊᎍの発生抑制には、ܼଈ等との安ԁ確認や一斉帰宅の抑制の取り組みを

推進することが大Џです。

○ 東日本大震災では、一ᢿの設に受入ӧᏡ人ૠをឬえる帰宅ᩊᎍがᨼɶしたこ

とにより、設の確保と受入れがᩊとなった事業所がƋりました。

○ 事業所の従業員等に対する情報の੩̓、保ᜱૅੲ、ʩᡫെの確保などについて

対策をᇌててƓくことが大Џです。

ȁǧȃク事

ポイント
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○ ጀ等を実したኽௐを確認し、ોծしていく取り組

み（ＰᲾᲽǵイクȫ）を取り入れます。

○ ጀ等を実した場ӳは、その実ኽௐᚡ録を˺成し

保܍するよƏにします。

ＰᲾᲽ ǵイクȫ

Ｐ（Ｐ᳦᳨᳛） ᳸ 計画の策定 Ჴ 事業所の実७にࣖơ事業所防災計画を˺成する。

Ჾ（Ჾᳩ） ᳸ 実ȷ実行 Ჴ 事業所防災計画にඝってጀ等を実する。

Ჽ（Ჽ᳢᳥᳟᳝）᳸ 点౨ȷᚸ̖ Ჴ 事業所防災計画にඝっているかどƏかを確認する。

（᳝ᳮ） ᳸ 修正ȷોծ Ჴ 事業所防災計画にඝっていないᢿ分を修正等する。

Ｐｌａｎ

Ｄｏ

Ｃｈｅｃｋ

Ａｃｔ

１-１５ その˂

ģጀ等による事業所防災計画の౨ᚰと見直しĤ

○ ˺成した事業所防災計画については、定期的なጀ等をᡫしてϋܾの確認や౨ᚰ

を行い、ࠝにјௐ的でјྙ的なものとなるよƏ見直しをることが大Џです。

ポイント

Ƃ災害時帰宅ૅੲスȆーǷȧンƃ Ƃ災害時ǵポートスȆーǷȧンƃ

災害時に൦ᢊ൦ȷトイȬȷȆȬȓ及びȩǸǪからの災害情報を੩̓し、ࢻഩ帰宅ᎍを

ૅੲするǳンȓȋǨンスストǢ、ȕǡーストȕーȉ、ȕǡȟリーȬストȩン及びǬǽリ

ンスǿンȉなどのң力事業ᎍのࡃᑄ

災害時帰宅ૅੲスȆーǷȧンの 災害時ǵポートスȆーǷȧンの

スȆȃǫー スȆȃǫー
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š ˓Ѧ分ਃを決めているか。

˓Ѧするਃ࢘ᎍをそれƧれ定めᝧ˓をもって活動する。

○ 事業所の用ᡦ等にࣖơて、˓ Ѧのᆔやਃ࢘ᎍのૠなどをᎋॾし、編成する࣏要が

Ƌります。̊えƹ、ٶૠのܲがいる事業所では、ᢤᩊᛔݰਃ࢘ᎍをٶくするなどのᎋ

ॾが࣏要となります。

○ ਃ࢘ᎍの指定は、普െਃ࢘しているˁ事との関ᡲ等をᎋॾすることも大Џです。

○ Ӳ˓Ѧのਃ࢘ᎍは、ዬ࣯事७にͳえて˂の˓ѦをᙀܦできるよƏにします。

○ 地震時に従業員がそれƧれѨに行動すると、たƩ混乱をਔくƩけです。

被害をݲなくするためには、従業員ૠにかかわらƣ、組ጢ的な行動が࣏要です。

○ ཎに大ᙹな地震発生時は、人的、ཋ的被害がက大となることがʖยされるため、

災害対ࣖにƓける指ᅆ命令ኒወに混乱をきたすことがʖ想されます。

そのため、事業所の実७にࣖơ௩᠂に対ࣖできる˳制にしてƓく࣏要がƋります。

○ ˓Ѧ分ਃをƋらかơめ定め、᩼ࠝ事७にはφ˳的な指ᅆがなくても行動できるよ

ƏにしてƓくことが大Џです。

ȁǧȃク事

ポイント

˓Ѧ分ਃ編成表（̊）

Ј້防止及び

И期ෞ້ਃ࢘

情報ᡲዂਃ࢘

ᢤᩊᛔݰਃ࢘

（కϋਃ࢘）

安全防ᜱਃ࢘

（資ਃ࢘）

Јᜱਃ࢘

ᝧ˓ᎍ

ਃ ࢘ ൞ Ӹ ˓ Ѧ

ŪŪ ŪŪ
ţţ ţţ

šš šš
×× ××

ũũ ũũ
ŢŢ ŢŢ

ŠŠ ŠŠ
○○ ○○

ťť ťť
ŧŧ ŧŧ

ȷ້ൢ̅用設ͳ等の̅用ͣ止

ȷИ期ෞ້

ȷя、࣯ࣖᜱ

ȷ້災のᡫ報及び情報ӓᨼ

ȷ従業員等ǁの情報੩̓

ȷᢤᩊែの確保、ᢤᩊ場所ǁのᛔݰ

ȷ帰宅ᩊᎍ等の待ೞ場所ǁのᛔݰ

ȷ᩼ࠝᩓเの確保

ȷ᩼ࠝ用ཋԼのแͳ、ᣐࠋ

ȷ࣯ࣖᜱ所の設ፗ

ȷͻᎍの࣯ࣖϼፗ

２-１ 震災時の˓Ѧ分ਃ

２ 震災の活動計画
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š ዬ࣯地ᩗᡮإを用したݣ応ਜ਼ፗが定められているか。

Ũ ƀԗのཞඞに応じて、あǘてƣに、まƣ៲のܤμを確保する。Ɓをॖᜤしたᚘဒ

にする必要があります。

Ũ ዬ࣯地ᩗᡮإをӖ̮した場合は、ഏのようなዬ࣯ਜ਼ፗをܱ施します。

ȷ 大きな家具からはᩉれ、大きなதの下などにᨨれ、᪽を保ᜱする。

ȷ あǘててٳにƼЈさƣにܤμスȚースをす。

ȷ ້ൢᚨͳሁを使用している場合は、ੵれがおさまってからෞ້する。

Ũ 施ᚨのཎࣱሁを考慮し、ܤμ確保のஇもᢘЏな方法を౨᚛します。

Წ-Წ ዬ࣯地ᩗᡮإ

Ũ ዬ࣯地ᩗᡮإは、地ᩗのႆဃӏƼそのᙹをእଔくज़ჷし、地ᩗによる強いੵれ

がڼまるૠᅺからૠҗᅺЭに、強いੵれがஹることをჷらƤるものです。

Ũ ᘮܹをもたらすような大きなੵれがП達するЭにዬ࣯地ᩗᡮإを用し、៲のܤ

μをるなどのዬ࣯ਜ਼ፗをすることで、地ᩗによるᘮܹを軽ถすることができます。

をӖƚたᲣإμスȚースへのᡚᢤᲢዬ࣯地ᩗᡮܤ

量ཋからᩉれ、८てƣにܤμスȚースへᡚᢤし、៲のܤμをる

下、ȟーȆィングǨリアなどࡔμスȚースᲴなるべく家具などをፗかないܤ

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š Ӳ᨞の້ൢ使用ᚨͳሁのໜ౨する˓ѦЎਃができているか。

š ෞ້ᚨͳሁのᚨፗˮፗ、દ˺要᪸を৭੮しているか。

š Ӳ˓ѦЎਃにؕƮき、ෞ້ѣが、ᡆᡮ、的確にできるᚘဒとなっているか。

Ũ 地ᩗのੵれをज़ჷするज़ᩗೞᏡ˄のЎᩓႴやコンǻントなど、地ᩗѣによるЈ້防

ഥೞᏡをͳえた֥具ሁのݰ入も౨᚛しましǐう。

Ũ Иෞ້は、ഏのໜにသॖしてѣします。

ȷ ໒やにषǘされƣ、༓えているものを確かめる。

ȷ ༓えているものにᢘしたෞ້֥ሁを使う。

ȷ できるだƚٶくのෞ້֥をᨼめて、ɟൢにෞ້する。

ȷ ʴૠのݲないʙಅで、ӷに 2 かˌ上からЈ້した場合は、ʴԡにࢨ᪪を

ӏǅす場の້をΟέする。

Წ-3 Ј້防ഥ、Иෞ້ѣ

Ũ 地ᩗのᘮܹをஇݱᨂに৮えるには、まƣ៲体をܣり、ੵれがおさまってからእଔ

く້のڼをします。

Ƃ៲のܤμのり方ƃ

ȆーȖルの下のཋがž͂れてこないſ、žᓳちてこないſ、žᆆѣしてこないſ

空間に៲を݃Ƥ、ۋѬを˯くする。

ȷȆーȖルなどのឱを保ਤして៲のܤμをる。

ȷすりがある場合には、すりにƭかま

りۋѬを˯くする。

ȷすりがない場合は、ׄ ƭǜᡪいになる。

ȷܤ定がなくなり、ࡈったまま᠃

͂するӧᏡࣱがあるので、ܦμ

にはࡈらない。

ȁǧックʙ

ȝǤント
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Ũ 地ᩗのੵれをज़ჷするज़ᩗೞᏡ˄のЎᩓႴやコンǻントなど、地ᩗѣによるЈ້防
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ӏǅす場の້をΟέする。

Წ-3 Ј້防ഥ、Иෞ້ѣ

Ũ 地ᩗのᘮܹをஇݱᨂに৮えるには、まƣ៲体をܣり、ੵれがおさまってからእଔ

く້のڼをします。

Ƃ៲のܤμのり方ƃ

ȆーȖルの下のཋがž͂れてこないſ、žᓳちてこないſ、žᆆѣしてこないſ

空間に៲を݃Ƥ、ۋѬを˯くする。

ȷȆーȖルなどのឱを保ਤして៲のܤμをる。

ȷすりがある場合には、すりにƭかま

りۋѬを˯くする。

ȷすりがない場合は、ׄ ƭǜᡪいになる。

ȷܤ定がなくなり、ࡈったまま᠃

͂するӧᏡࣱがあるので、ܦμ

にはࡈらない。

ȁǧックʙ
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š えいしたүᨖཋሁのਘ大防ഥਜ਼ፗを具体的にൿめているか。

š ້ሁのʚഏܹのႆဃ防ഥਜ਼ፗӏƼえいしたүᨖཋሁのׅӓなど応࣯ਜ਼ፗを

具体的にൿめているか。

Ũ ଔにүᨖཋ施ᚨの̓ዅコックやȐルȖᲢΨఀᲣをᦋします。

Ũ タンクሁからえいした場合は、ఀなどを使用してʒᘷ、ᄊᢿЎをƾさƗます。

Ũ 。ϋでえいした場合は、ᆸなどを્し、җЎな੭ൢをᘍいますދ

Ũ ϋへのӧ༓ࣱᔕൢのދ、でえいした場合はٳދ

්入を防ƙとともに、້ൢᚨͳሁの使用をͣഥしま

す。

Ũ ʑ༞ჿなどを使用してଔにׅӓし、πσ下൦ᢊ

ሁへの්Јを防Ɨます。

Ũ えいした場合は、םのう、Ԉ着剤ሁにより地ٳ

Წ-Ხ үᨖཋሁのえいのዬ࣯ਜ਼ፗ

Ũ үᨖཋሁをᝪᔺし、ӕりৢうʙಅでは、あらかじめүᨖཋሁのえいのਘ大

防ഥਜ਼ፗ、ׅ ӓ方法、້ ሁのʚഏܹ防ഥਜ਼ፗ、֥材のแͳとᛦ達方法、ܹ

のʙಅ間の応ੲң定などを定めておきます。

地ᩗがおさまったࢸの້ൢᚨͳሁのЈ້防ഥݣ応

Ũ コンǻントからȗȩグを৷く。

Ũ 。μ֥ӍはȖȬーカーをЏるܤ

Ũ ֥具の上やԗりにᓳちたӧ༓ཋをӕりᨊく。Ტˌ下もσᡫᲣ

Ũ ᣐዴがͻしていないかを確認する。

Ũ 、μに້がෞえていることを確かめܦμᘺፗ˄のものでもܤᩗݣ

༓૰コックをにする。

Ũ ᩓเを必要とするものはスǤッȁをЏり、༓૰コックをにし、

。μ֥ӍはȖȬーカーをЏるܤ

Ũ 使っていないものでも͂れていたらもれを防ƙためឪこす。

Ũ ֥具ఀをめ、Ψఀもめる。

Ũ ᣃࠊǬスは、Ǭスᢚ断˄ǬスȡーターᲢȞǤコンȡーターᲣのᢚ

断ཞඞᲢហȩンȗໜ๒Უを確認する。

Ũ ȗロȑンǬスボンșは、ボンșのȐルȖをׅしてǬスをഥめる。

ᩓൢᚨͳ֥具

石ᚨͳ֥具

Ǭスᚨͳ֥具

ȁǧックʙ

ȝǤント
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への流出防止や泡消火剤等による油面の被覆等を実施します。 

○ 電気設備等については、電源を切る際のスパーク等による引火、爆発の恐れがある

ことから、むやみにスイッチ操作をしないようにします。 

○ 爆発や有毒ガスの拡散など危険が予想される場合は、周囲の地域住民に避難を呼び

かけます。 

□ 建物の倒壊や落下物などにより救助を必要とする場合に、ただちに救出活動を行う

体制ができているか。 

□ けが人の応急手当を行う体制はできているか。

□ 医師の手当てを必要とする人を医療機関や救護所に搬送する体制ができているか。 

○ 救出活動を実施する場合は、必ず自己の避難路の安全を確保して行います。

○ 建物の下敷きなどの事故と同時に火災が発生した場合は、原則として火勢を抑えて

から救出活動にあたります。 

○ できるだけ周囲の人の協力を求め、二次災害を起こさないよう注意しながら救出活

動にあたります。 

○ 事業所に事前に備えてある資器材のほか、周囲の備蓄資器材や建築、土木等の技術

者・重機操作者などの応援を求め、地域一体で救出活動にあたります。 

○ けが人の応急手当については、事業所の救出救護担当が中心に活動を行います。

２-５ 救出・救護

○ 大規模な地震時は、同時に多くのけが人や救助事案の発生するほか、交通障害等

により、消防機関が平常時のような救助・救急活動を行うことが困難になることが

予想されます。このため、救出や救護を自分の事業所で行えるよう事前の教育、訓練

が必要となります。 

○ 特に、救出活動は、生存率が高い時間内での迅速な救出活動が要求されます。

○ ガラスや落下物による創傷や骨折、また、やけどなどのけが人が発生しますが、そ

れに対しての応急手当も必要となります。 

○ 阪神・淡路大震災では、倒壊した住宅などから自力脱出できなかった人のうち、お

よそ３/４の人が、家族や付近住民により救出されたと推定されています。 

チェック事項

ポイント 
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への්Ј防ഥやණෞ້剤ሁによる᩿のᘮᙴሁをܱ施します。

Ũ ᩓൢᚨͳሁにƭいては、ᩓเをЏるᨥのスȑークሁによる້ࡽ、༪ႆのऀれがある

ことから、ǉやみにスǤッȁદ˺をしないようにします。

Ũ ༪ႆやஊǬスのਘなどүᨖがʖेされる場合は、ԗの地؏˰ൟにᢤ難をԠƼ

かƚます。

š ཋのْ͂やᓳ下ཋなどにより助を必要とする場合に、ただちにЈѣをᘍう

体Сができているか。

š ƚがʴの応࣯࢘をᘍう体Сはできているか。

š Ҕࠖの࢘てを必要とするʴをҔၲೞ᧙やᜱにᡛする体Сができているか。

Ũ Јѣをܱ施する場合は、必ƣ自ࠁのᢤ難ែのܤμを確保してᘍいます。

Ũ ཋの下きなどのʙとӷに້がႆဃした場合は、ҾЩとして້Ѭを৮えて

からЈѣにあたります。

Ũ できるだƚԗのʴのңщを൭め、ʚഏܹをឪこさないようදॖしながらЈ

ѣにあたります。

Ũ ʙಅにʙЭにͳえてある֥材のǄか、ԗのͳᔛ֥材やሰ、םஙሁの২ᘐ

ᎍȷೞદ˺ᎍなどの応ੲを൭め、地؏ɟ体でЈѣにあたります。

Ũ ƚがʴの応࣯࢘にƭいては、ʙಅのЈᜱਃ࢘が中࣎にѣをᘍいます。

Წ-Ჯ Јȷᜱ

Ũ 大ᙹな地ᩗは、ӷにٶくのƚがʴや助ʙకのႆဃするǄか、ʩᡫᨦܹሁ

により、ෞ防ೞ᧙がࠝのような助ȷ࣯ѣをᘍうことが困難になることが

ʖेされます。このため、Јやᜱを自ЎのʙಅでᘍえるようʙЭのᏋ、ጀ

が必要となります。

Ũ ཎに、Јѣは、ဃྙ܍が᭗い間ϋでのᡆᡮなЈѣが要൭されます。

Ũ Ǭȩスやᓳ下ཋによるоͻや骨৵、また、やƚどなどのƚがʴがႆဃしますが、そ

れにݣしての応࣯࢘も必要となります。

Ũ ᧵ᅕȷែ大ᩗでは、͂ ْした˰ܡなどから自щᏮЈできなかったʴのうち、お

よそᲭ/Ხのʴが、家ଈや˄ᡈ˰ൟによりЈされたとਖ਼定されています。

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š ಅՃሁに᨟ࢼ、をᆢಊ的にӓᨼしإのᘮܹཞඞを৭੮するとともに、ऴٳཋϋ

ˡ達するようになっているか。

š ້や助ʙకがႆဃした場合にෞ防ೞ᧙へのᡫإെがૢっているか。

Ũ πσ્ᡛ、ǱーȖルȆȬビ、ǤンターȍットなどӲ種ऴۥإ体のஊј用をり、

ദしいऴإを入します。

Ũ ಅѦዴのあるʙಅは、ዴを用してऴإのӓᨼをします。

Ũ ້やƚがʴがႆဃしたが、ᩓᛅが使用できない場合は、ᡈくのෞ防ፙにႺ接ᬝƚ

ƭƚてჷらƤます。

Ũ ऴإのฆʏを防ƙため、入したऴإをӕりまとめる場やऴإᡲዂᝧ˓ᎍを定め、

ऴإのૢྸ確認をᘍいます。

Ũ 入したऴإをࢼಅՃሁにᡲዂする方法は、ཞඞに応じてᅈϋ્ᡛやϋዴᩓᛅ、ऴ

。ᡲዂՃなどによりᘍいますإ

Ũ ᡫ̮ルートのᙐૠ҄をりјྙ的なᡲዂ体Сを確保するようにします。

Წ-Ჰ ऴإのӓᨼ

Ũ 地ᩗႆဃࢸのѣを˴もऴإもないまま、また、ɧ確ܱなऴإのままᘍうことは、

இΟέにܱ施すべきѣをᛚったり、јௐ的なѣをとることができないことにな

り、ᘮܹをஇݱᨂに৮えることができまƤǜ。

Ũ ʙಅでは、ᩗの˓ѦЎਃに応じてᘮܹཞ

ඞሁをദ確に৭੮し、確ܱにᝧ˓ᎍへإԓします。

Ũ ᝧ˓ᎍは、ദ確なऴإをእଔく入するととも

に、必要なऴإをܹݣሊஜᢿでᨼኖしᩗѣ

にӒପさƤるとともに、ࢼಅՃሁへ੩̓してฆʏ

を防ഥするなどのݣ応をとる必要があります。

Წ-Ჱ ᢤ難場ӏƼᢤ難方法

Ũ 地ᩗによる້がࡨਘ大したり、ඬ、᭗ກሁにより地؏μ体がүᨖになった

場合は、ᡮやかにᢤ難場にᢤ難しなƚればなりまƤǜ。

Ũ あらかじめൿめてあるᢤ難場やᢤ難ኺែを確認しておき、よりܤμでᡆᡮなᢤ

難ができるようにしておく必要があります。

ȁǧックʙ

ȝǤント
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□ 避難場所、避難経路を把握しているか。

□ 防災機関の避難指示があった等により避難する場合は、 あらかじめ決めてある避

難道路を利用し、 避難場所にまとまって避難するように定めているか。 

□ 避難誘導時の拡声器の携帯や避難者の人員の確認方法など、具体的な避難誘導要領

等を定めているか。 

□ 避難時には、電気のブレーカー及びガスの元栓を遮断する等の処置を行うように定

めているか。 

○ 事前に避難場所を確認しておき従業員に知らせておきます。

○ 事前に避難経路や避難場所を自分の足で確かめておきます。

○ 職場から避難場所までの経路を複数定めておきます。

○ 避難誘導を行うには拡声器、メガホンなどを活用し、指示をします。

＜＜避避難難のの順順序序＞＞  

チェック事項

ポイント 

引用：東京都ホームページより
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š ᢤ難場、ᢤ難ኺែを৭੮しているか。

š 防ೞ᧙のᢤ難ਦᅆがあったሁによりᢤ難する場合は、 あらかじめൿめてあるᢤ

難ᢊែを利用し、 ᢤ難場にまとまってᢤ難するように定めているか。

š ᢤ難ᛔݰのਘ٣֥のઃ࠘やᢤ難ᎍのʴՃの確認方法など、具体的なᢤ難ᛔݰ要᪸

ሁを定めているか。

š ᢤ難には、ᩓൢのȖȬーカーӏƼǬスのΨఀをᢚ断するሁのϼፗをᘍうように定

めているか。

Ũ ʙЭにᢤ難場を確認しておきࢼಅՃにჷらƤておきます。

Ũ ʙЭにᢤ難ኺែやᢤ難場を自Ўのឱで確かめておきます。

Ũ Ꮀ場からᢤ難場までのኺែをᙐૠ定めておきます。

Ũ ᢤ難ᛔݰをᘍうにはਘ٣֥、ȡǬțンなどを用し、ਦᅆをします。

Ჶᢤ難のࡀᲸ

ȁǧックʙ

ȝǤント
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š ʙಅのʴՃ、֥材をѣՃして、地؏でႆဃしたܹにݣして、Иෞ້ѣ、

Јȷᜱѣをᘍうようになっているか。

Ũ 地ᩗにおƚる້ሁのܹから地؏ᅈ˟のܤμをܣるためには、地؏の防ࠊൟ

ኵጢとともに、ʙಅの防ኵጢをもԃめた地؏ƙるみのݣ応がࢳされます。

Ũ ԗᡀ地؏のထ˟や自˟、防ࠊൟኵጢӏƼ˂

のʙಅሁとのң定は૨によってዸኽされるこ

とがٶく、ܱऴにᙸ合った࢟でのңщ体Сをƭく

ります。

Ũ ᡈᨩのထ˟などでᘍう防ጀにはᆢಊ的にӋ

加し、ଐ᪭からңщ体Сをƭくっておくことが大

Џです。

š ᩗのࢼಅՃ、家ଈሁとのܤԁ確認が、ʙЭに定めたᡲዂെ

を用いてኵጢ的にᡆᡮかƭјྙ的にܱ施する体Сとなっているか。

š 。ಅՃにˡ達しているかࢼ、をɟΨሥྸするとともにإԁ確認のኽௐやӓᨼしたऴܤ

Წ-Ჲ 地؏˰ൟとのᡲઃ

Ũ 大ᙹな地ᩗは、ӷ້ႆٶのႆဃやᢊែのᡫᘍᨦܹሁにより、ෞ防ೞ᧙に

よるҗЎなѣがࢳできなくなるおそれがあります。

Ũ ʙಅにおいては、້のਘ大防ഥやƚがʴのЈᜱなどにおいて、地؏˰ൟ

とңщしたᡲઃѣをᆢಊ的にܱ施するようにします。

Წ-９ ԁ確認のܱ施ܤ

Ũ ᩗには、ᩓᛅのᠠཞඞを確認し、ʙЭに定めたʙಅとࢼಅՃ間のܤԁ確

認െを用いて、ᡆᡮかƭјྙ的にܤԁ確認をᘍいます。

Ũ ᎍをЎਃしてܱ࢘ԁ確認は、ዬ࣯ᡲዂቐሁを用しਃܤಅՃのࢼするݣЈᎍにٳ

施し、確ܱにᝧ˓ᎍにإԓするようにします。

Ũ ᙐૠのਗໜをৼえるʙಅにあっては、Ӳʙಅԗᡀ地؏のᘮܹཞඞなどをܤԁ

確認に́Ƥてऴإӓᨼし、地ᩗᘮܹのμ体の৭੮にѐめるとともに、ӓᨼした

ऴإにƭいては、ࢼಅՃሁにˡ達するようにします。

ȁǧックʙ

ȁǧックʙ
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を用いてኵጢ的にᡆᡮかƭјྙ的にܱ施する体Сとなっているか。
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○ ܼଈ等との安ԁ確認については、従業員が事前に定めたᡲዂെを用いてᡆᡮに実

するよƏにします。

○ Јᎍ一ᚁ等を˺成し、最ኳ的に安ԁ確認がٳ、Јᎍに対する従業員の安ԁ確認はٳ

できるまで事業所として組ጢ的に対ࣖします。

○ 従業員に対してઃ帯ᩓᛅのȐȃȆリー等を用ॖさƤるとともに、ᐯܼ用発ᩓೞ等を

ᆙさƤ、安ԁ確認に用いる設ͳ等のᩓ力を確保します。

š 待ೞ場所は、ཋ周ᡀやཋϋٳの被害ཞඞ

等の安全ࣱを৭੮したƏえで、࣏要なӓܾ人員

が待ೞできる࠼さやؾを確保しているか。

š 帰宅する従業員に対して帰宅ኺែの被害ཞ

ඞやˊஆʩᡫೞ関のཞඞなどの情報੩̓を行

Əものとなっているか。

š 帰宅ᩊᎍのための᩼ࠝ用ཋԼ（料、料൦、ݏφ等）をแͳしているか。

○ 地震時は、従業員等に対してƀ地震 その時 １０のポイントƁ（ᘻ表ኡӋༀ）にᅆ

す行動がᢘЏにとれるよƏ事前に定められた˓Ѧ分ਃに基づき࣏要な指ᅆ等を行い、

従業員等の混乱防止をります。

○ 地震発生ࢸは、ཋ周ᡀ、ཋϋٳの被害ཞඞ等をᡮやかに৭੮し、ཋの安全ࣱ

を確認します。

○ 従業員等には、一斉帰宅の抑制をる計画に基づき、「ǉやみにᆆ動をڼしない」

ことをࡁ࣋するとともに、従業員等をသめるための待ೞ場所の設փを行います。

○ ͳᔛ̽ࡉ等から᩼ࠝ用ཋԼ（൦、料、ݏφ等）をᡛし、従業員等にᣐࠋします。

２-１０ 待ೞȷ安全な帰宅

○ 従業員等には、「ǉやみにᆆ動をڼしない」ことをࡁ࣋するとともに、ཋ周

ᡀやཋϋٳの被害ཞඞ等をᡮやかに৭੮し、待ೞ場所等の設փを行います。

○ ʩᡫೞ関のࣄཞඞや࠴ዴᢊែ等の混ᩃཞඞをѥకし、安全に帰宅できるよƏに

なった場ӳは、時ࠀᡚ社の実を౨᚛します。

○ ݰ設やᢤᩊ場所ǁᛔנཋの安全ࣱが確保できない場ӳは、従業員等を一時๛

するよƏにします。

ȁǧȃク事

ポイント

ポイント
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○ ܼଈ等との安ԁ確認については、従業員が事前に定めたᡲዂെを用いてᡆᡮに実

するよƏにします。

○ Јᎍ一ᚁ等を˺成し、最ኳ的に安ԁ確認がٳ、Јᎍに対する従業員の安ԁ確認はٳ

できるまで事業所として組ጢ的に対ࣖします。

○ 従業員に対してઃ帯ᩓᛅのȐȃȆリー等を用ॖさƤるとともに、ᐯܼ用発ᩓೞ等を

ᆙさƤ、安ԁ確認に用いる設ͳ等のᩓ力を確保します。

š 待ೞ場所は、ཋ周ᡀやཋϋٳの被害ཞඞ

等の安全ࣱを৭੮したƏえで、࣏要なӓܾ人員

が待ೞできる࠼さやؾを確保しているか。

š 帰宅する従業員に対して帰宅ኺែの被害ཞ

ඞやˊஆʩᡫೞ関のཞඞなどの情報੩̓を行

Əものとなっているか。

š 帰宅ᩊᎍのための᩼ࠝ用ཋԼ（料、料൦、ݏφ等）をแͳしているか。

○ 地震時は、従業員等に対してƀ地震 その時 １０のポイントƁ（ᘻ表ኡӋༀ）にᅆ

す行動がᢘЏにとれるよƏ事前に定められた˓Ѧ分ਃに基づき࣏要な指ᅆ等を行い、

従業員等の混乱防止をります。

○ 地震発生ࢸは、ཋ周ᡀ、ཋϋٳの被害ཞඞ等をᡮやかに৭੮し、ཋの安全ࣱ

を確認します。

○ 従業員等には、一斉帰宅の抑制をる計画に基づき、「ǉやみにᆆ動をڼしない」

ことをࡁ࣋するとともに、従業員等をသめるための待ೞ場所の設փを行います。

○ ͳᔛ̽ࡉ等から᩼ࠝ用ཋԼ（൦、料、ݏφ等）をᡛし、従業員等にᣐࠋします。

２-１０ 待ೞȷ安全な帰宅

○ 従業員等には、「ǉやみにᆆ動をڼしない」ことをࡁ࣋するとともに、ཋ周

ᡀやཋϋٳの被害ཞඞ等をᡮやかに৭੮し、待ೞ場所等の設փを行います。

○ ʩᡫೞ関のࣄཞඞや࠴ዴᢊែ等の混ᩃཞඞをѥకし、安全に帰宅できるよƏに

なった場ӳは、時ࠀᡚ社の実を౨᚛します。

○ ݰ設やᢤᩊ場所ǁᛔנཋの安全ࣱが確保できない場ӳは、従業員等を一時๛

するよƏにします。

ȁǧȃク事
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Ũ ʩᡫೞ᧙のࣄཞඞや࠴ዴᢊែሁのฆᩃཞඞをѥకし、ܤμに࠙ܡできるようにな

った場合は、ࠀᡚᅈをܱ施します。

ӧԁのЙ断ؕแᲢ̊Უܡ࠙

ی ᖐᏯࢆ㛤ጞࡿࡍ๓☜ㄆࡓࡋ᪉࠸ࡼࡀ㡯

１ ሁのவˑͅټ

Წ ʖे間ܡルートᲢᡫᘍӧԁをԃǉ。ᲣӏƼ࠙ܡ࠙

Ჭ 防້ݣᝋཋのԗᡀ地؏でࡨ້、ཋْ͂、෩ཞ҄ሁのܹཞඞ

Ხ ルートとなっていないかܡ࠙、がإཋْ͂、෩ཞ҄ሁのܹのऴ、້ࡨ

どうか。

Ჯ ʩᡫᙹСのஊや、ˊஆルート確保のӧԁ

Ჰ ែ上に大量の࠙ܡ困難ᎍがあƾれていないかどうか。

ی ᖐᏯࢆ᥍ࡓ࠼᪉࠸ࡼࡀᛮࡿࢀࢃ㡯

１ ᆆѣុᩉが 20km ˌ上ある。

Წ 自ܡにП着するʖे間が、ଐඐの 1 間Эよりもࢸとなる。

Ჭ ˂にӷɟ方Ӽに࠙ܡするᎍがおらƣ、ҥで࠙ܡすることとなる。

Ხ ᪇、૰൦ȷኋその˂の̾ʴのᘺͳሁがɧҗЎである。

時差帰宅の実施
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ģǨȬșーǿのơᡂめ対策Ĥ

○ 令和４年の新しい被害想定では、東京都ϋの２２,４２ᲰӨのǨȬșーǿでơᡂ

めが発生するとʖยされました。

○ ᢤᩊのᨥには、ǨȬșーǿを̅わないよƏࡁ࣋することが大Џです。

○ ǨȬșーǿሥྸ会社のᡲዂέを防災ǻンǿー等の分かりやすいˮፗにਫ਼ᅆします。

○ ǨȬșーǿơᡂめ発生時は、ഏの点にသॖして対ࣖします。

○ ǨȬșーǿには、「地震時ሥ制ᢃ᠃ᘺፗè」（地震時、ᐯ動的に最݃り᨞にბし

一定時間ࢸにৎをめᢃ᠃を˞止するᘺፗ）をつけることとされています。

è成２１年Ჳ月２Ჲ日ˌᨀ設ፗが፯Ѧ化

○ ơᡂめられた方がͤࡍཞ७をなƏことなくЈを待つことができるよƏに

するため、ǨȬșーǿのかƝϋに、ቇତトイȬや᩼ࠝ用料൦等をͳᔛした防災ǭ

ȣȓȍȃトを設ፗすることがஊјです。

ᲶᲶǨǨȬȬșșーーǿǿơơᡂᡂめめ発発生生時時のの対対ࣖࣖᲸᲸ

○ 防災ǻンǿー等の対ࣖ

ȷ ᡦɶ᨞でのͣ止など、ᡮやかにǨȬșーǿのͣ止ˮፗを確認する。

ȷ インǿーțン等によりϋᢿに呼びかけ、ơᡂめᎍのஊを確認する。

ȷ ơᡂめられた人がいる場ӳは、すみやかにǨȬșーǿሥྸ会社のዬ࣯

ᡲዂέにᡲዂする。

ȷ ơᡂめられた人にけが人や࣯၏人がいるかを確認し、けが人や࣯၏人

がいる場ӳは、１１Ჳဪᡫ報をする。

ȷ ᨞Ȝǿン、Ȝǿンのદ˺によりࣄする場ӳがƋるので、ơᡂ

められた人にદ˺さƤる。

ȷ ǨȬșーǿሥྸ会社等にᡲዂしたଓ、その˂地震のཞඞ等をơᡂめら

れた人にᡲዂする。

ȷ ǨȬșーǿሥྸ会社Ӎはෞ防ᨛがПბした場ӳは、ǨȬșーǿのͣ止ˮ

ፗ等の情報੩̓を行い、ྵ場にᛔݰする。

○ ǨȬșーǿーϋᢿにơᡂめられた場ӳの対ࣖ

ȷ ǨȬșーǿにơᡂめられた人は、インǿーțンにより防災ǻンǿー等

にơᡂめられたଓをᡲዂするとともに、けが人等のஊをˡえる。

ȷ 地震にൢがついたら、最݃りの᨞でǨȬșーǿを止め、たƩちにǨȬș

ーǿからᨀります。

２-１１ その˂
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š ˊஆ資เの̊としてഏのよƏなものをͳえているか。

ᩓ ൢ ᐯܼ発ᩓ設ͳ、 ȐȃȆリー等

Ǭ ス ȗȭȑンǬスȜンș、໊、ǫǻȃトǳンȭȷȜンș等

上下൦ᢊ 受൦、ʟৎ、ᝪ൦൷、൦ᘺፗ、൦ɶポンȗ、ቇତトイȬ等

ᩓ ᛅ ዴೞ、ȑǽǳン、ݦ用回ዴ、πᘌᩓᛅ

○ ᩓൢ、Ǭス等のȩイȕȩインがᡦዌした場ӳは、事業活動をዒዓするための対策と

してˊஆ資เ等の確保が࣏要です。

š 地震ࢸ、້ൢ設ͳ等を̅用する場ӳは、点౨を行っ

たࢸに̅用するよƏになっているか。

š ᩓൢȷǬス等のࣄ時にᣐዴȷᣐሥ等の安全を確認

するよƏになっているか。

３ 設ϐまでのࣄ計画

３-１ ȩイȕȩインの対策

○ 震災ࢸには、ᩓൢ、Ǭス等のȩイȕȩインがᡦዌすることがʖ想されます。ȩイ

ȕȩインᡦዌ時の対策について事業所防災計画に定めてƓきます。

３-２ ʚഏ災害の発生防止

○ ᧵ᅕȷែ大震災では、ᩓൢȷǬスの̓ዅϐ時に、ᡫᩓにˤƏ້災が発生しまし

たが、新Ⴤɶឭ地震では、ᩓ力会社がᢤᩊ時のȖȬーǫーのᢚ断についてᆢಊ的

な࠼報を実するとともに、ͣᩓした全地域に対して、ᐯ動ϐᡫᩓをƤƣにᩓの

確認や住人のʕ১をࢽながらᡛᩓをڼしたため、ᡫᩓ້災は発生しまƤǜでした。

○ このよƏに、ࣄにˤƏʚഏ災害の発生を防止するための対策が࣏要です。

ȁǧȃク事

ȁǧȃク事

ポイント
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Ũ ້ൢᚨͳሁを使用する場合は、༓૰のれሁがないかໜ౨してから使用します。

Ũ ᩓൢᣐዴሁがᄊしていると、ȖȬーカーを入れたᨥ、Ƿȧートやスȑークሁによ

り、້になるऀれがあります。

Ũ Ǭスሁのえいがあると、੭ൢሁのスǤッȁを入れることにより້ᑶがႆဃし້

になるऀれがあります。

š үᨖሖを৭੮し、͂ ْүᨖሁのऀれがある場合は、

必要なਜ਼ፗがとれるようになっているか。

Ũ 専門ಅᎍሁに施ᚨȷᚨͳのᘮܹᛦ௹を̔᫂します。

Ũ ْ͂үᨖሁのある場合は、ᇌ入りᅠഥғ؏とします。

Ũ 地ᩗがおさまったࢸのүᨖཋ施ᚨのϐは、үᨖཋのえいやӧ༓ࣱǬスのえい

などʚഏ的ܹがႆဃするүᨖࣱがϋנしており、ࢼಅՃμՃに具体的なໜ౨方法、

ໜ౨ሖをଢᅆし、ࡁ࣋したໜ౨をᘍうことが必要です。

Ჭ-Ჭ ᘮܹཞඞの৭੮

Ũ 地ᩗによりሰཋやᚨͳに࣬ǘƵүᨖሖがႆဃしている場合があるので、͂ ْ、

ͻཞඞሁをଢ確に৭੮し、˺ಅをᘍう場合のܤμ確認を入ࣞにᘍう必要がありま

す。

ȁǧックʙ

ȝǤント

ȝǤント
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ȁǧックʙ

ȝǤント

ȝǤント
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š 。されているかࡁ࣋するᏋはݣᎍに࢘˺ಅに̞るਃࣄ

š ᇌ入りᅠഥғ؏ሁのүᨖሖを৭੮し、ࢼಅՃሁにԗჷしているか。

š 。応となっているかݣ˺ಅሁがʚഏܹを防ƙࣄ

Ũ 。しますࡁ࣋する場合は、相ʝのᡲዂをנ˺ಅとʙಅѣがฆࣄ

Ũ 。७のためᢤ難ኺែをଢ確にします࢟工ʙのᨥは、ᡫࠝとီなる利用ࣄ

ಅ種 ᘮ ܹ ᙹ  ࣄ  ଐ ૠ

ᩓൢ ȷ地ᩗႺࢸはኖᲮ０Ჯɢৎͣᩓ
Ჲଐࢸ

Ტ᧙ᙱᩓщሥϋᲣ

Ǭス ȷኖᲮᲰɢৎのᣃࠊǬス̓ዅͣഥ ᲯᲮଐࢸ

൦ᢊ ȷ１９ᣃᢊჄでኖᲬᲯᲱɢৎの断൦
90ଐࢸ

(ᅕৎࠊのࣄܦʕଐ) 

鉄ᢊ
ȷ᳄ᙱଐஜ、᧵࣯ᩓ鉄、᧵ᅕᩓ鉄ሁ13ᅈがɧᡫ

ȷ᭗ሁがᲲかᓳ

218ଐࢸ

 (にᡫࢸዴは81ଐ࠴ૼ)

ᢊែ

ȷӸᅕ᭗ᡮሁの᭗ᡮᢊែᲱᢊᲱғ間ኖ70か

ӏƼஊ૰ᢊែᲬᢊኖ40かがᘮ

ȷɟᑍᢊែはെࠀሁがႆဃ

623ଐࢸ

ᡫ̮
ȷʩ੭ೞのೞᏡͣഥ、28ɢᲯҘׅዴ

ȷ加入ዴのǱーȖルЏ断ሁ、19ɢᲭҘׅዴ

14ଐࢸ

(ْ͂家ދሁはᨊく。) 

りᅠഥғ؏ሁのүᨖሖを৭੮し、ࢼಅՃሁにԗჷしているか。

Ჭ-Ხ ˺ಅሁのܱ施ࣄ

Ũ μな˺ಅ方ܤ、とီなったவˑのもとでܱ施されることからࠝ、˺ಅはࣄ

法をԗჷࡁ࣋し、ܤμሥྸ体Сを確ᇌしたうえで˺ಅすることが必要です。

ȁǧックʙ

ȝǤント

᧵ᅕȷែ大ᩗのȩǤフȩǤンሁのᘮܹとࣄଐૠ
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ᢤᩊᡫែをƾさがないᣐፗにします。

。下にはܼφをፗかないよƏにしますࡔ

２ 安全なܼφのᣐፗ

○ ᢤᩊᡫែ、Ј入ӝ周ᡀに᠃͂、ᆆ動しやすいܼφをፗかないよƏにします。

○ ͂れたܼφなどにより、ȉǢがかなくなったり、つまƣいてǱǬをしたり、ᢤ

ᩊのڳげになることがƋるので、ܼφをፗく方向にもදॖしましǐƏ。

東日本大震災ࢸ、都ϋのɶ高ޖཋのǪȕǣスにǢンǱートを実したኽௐ、２０Ჟ

のǪȕǣスでܼφの᠃͂ȷᓳ下ȷᆆ動が発生したとの回ሉがƋりました。また、᨞ޖ

が高くなるǄど、᠃͂ȷᓳ下ȷᆆ動がٶく発生してƓり、ᧈ周期地震動によるとᎋえら

れるܼφのᆆ動が、ٶく発生しているͼ向が確認されています。

ܼφの᠃͂ȷᓳ下ȷᆆ動で想定される被害

ȷけが ᡈ年発生した地震でけがをしたҾ׆をᛦǂると、約３０᳸

５０Ჟの人が、ܼφの᠃͂ȷᓳ下ȷᆆ動によるものでした。

ȷ້災の発生 ܼφなどがストーȖなどに᠃͂ȷᓳ下するなど、ʚഏ

的な被害もࡽきឪこします。

ȷᢤᩊᨦ害 ᢤᩊᡫែ、Ј入ӝ周ᡀに᠃͂、ᆆ動しやすいܼφをፗ

くと、ᢤᩊᡫែをصƗ、ᢤᩊのڳげとなります。

１ ᠃͂ȷᓳ下ȷᆆ動防止対策の࣏要ࣱ

資料１

Ǫȕǣスܼφの᠃͂ȷᓳ下ȷᆆ動防止対策

この資料１では、安全なܼφのᣐፗ場所やፗき方、ܼ φを定する対策֥φのᆔ

、ܼφのᆔƝとの定方ඥ等をኰʼしています。
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一ᑍにܼφやܼᩓᙌԼを対ᝋとした᠃͂ȷᓳ下ȷᆆ動防止の対策֥φと呼ƹ
れているものには、ഏのものがƋります。
᳕ᢘӳするもののғ分᳗
ũᲴјௐが高い ○ᲴјௐがƋる ţᲴவˑによってはјௐ的でない場ӳがƋる。

対策֥φのӸᆅとೞᏡ 一ᑍ的࢟ཞ

ᢘӳするもの

ܼᲴܼࡊ用ܼφ

ǪᲴǪȕǣスܼφ

ᩓᲴܼᩓᙌԼ等

᳆φ

ܼφとُをஙȍǸ、Ȝ

ȫトによって定するǿ

イȗ

ܼᲴũ、○（スȩイȉࡸ）

ُにࢍ度が࣏要

ǪᲴũ、○（スȩイȉࡸ）

。用のものを用いるݦ

ᩓᲴţ ཞ等によりᢘӳしな࢟

いものがƋる。

２െ分ᩉܼφ用ᡲኽ֥φ

ܼφの上下をᡲኽし᠃

͂、ᓳ下を防ƙためのも

の。

ȍǸ止めするための

φや「かǜƵき」ཞの

φ、Ƿートǿイȗなど

がƋる。

ܼᲴũ

ȗȬート֥ࡸφ

ܼφとُにそれƧれȍ

Ǹ止めしたφを、ޓ

ȗȬートなどでኽǜƩǿ

イȗ

ܼᲴũ

șȫトࡸ、ȁǧーンࡸ、

ȯイȤーࡸ

ܼφ等とُにそれƧれ

ȍǸ止めしたφをșȫ

ト、ޓȁǧーン、ȯイ

ȤーなどでኽǜƩǿイȗ

ܼᲴ○ ُにࢍ度が࣏要

ᩓᲴ○ ܼᩓᙌԼにࣖơたݦ

用のものを̅用する。

ポーȫࡸ（つっƺりొ

（ࡸ

ȍǸ止めすることな

く、ܼφとټʟの間ᨤに

設ፗするొཞのǿイȗ

ܼᲴ○ 要࣏度がࢍʟにټ

ǪᲴţ ܼφのࢍ度が不ឱしᢘ

ӳしないものがٶい。

ストȃȑーࡸ

ܼφの前下ᢿにくさび

ཞにਬみᡂみ、ܼφをُ

ͨにͼさƤるǿイȗ

ܼᲴ○ Ꮡの高いܼφの場ӳ

は、単で̅用してもј

ௐはݱさい。

３ 対策֥φのᆔ
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ストȩȃȗࡸ

Ꮲᙌストȩȃȗのɲ

ᇢにɲ᩿Ȇーȗをᝳ˄し

たȐȃクȫをᡲኽしたも

のや、ストȩȃȗのᇢを

ȍǸသめすることで、主

にȆȬȓやೞ֥とӨ

とをᡲኽする֥φ

ᩓᲴ○

ܼᩓᙌԼの࢟ཞ、重にࣖ

ơ̅用する本ૠを増やす。

Ȟȃトࡸ（ቬბȞȃト

（ࡸ

ቬბࣱのǲȫཞのもの

で、ܼφの᩿ࡁと᩿を

ბさƤるǿイȗの֥φ

ܼᲴ○ ൔ᠋的ݱさいཋ

ᩓᲴ○ ܼᩓᙌԼの重等にࣖ

ơ̅用する大きさを変え

る。ஊј期ᨂにදॖす

る。

ȒートンᲥȭーȗによる

方ඥ

ُにƶơᡂǜƩȒート

ン（ᇢᢿがリンǰཞにな

ったஙȍǸ）とܼᩓᙌԼ

等をኬኜなどでኽǜƩ方

ࡸ 主にȆȬȓなどの᠃

͂防止に用いられる。

ᩓᲴ○

ܼᩓᙌԼの重にࣖơȒート

ンやȭーȗのٽさ、ࢍ度を増

す。

ُのࢍ度が࣏要

定φ

Ǫȕǣスܼφをに

定するためのφ

ǪᲴũ

ӧᏡなᨂりُ定と́用す

るのがஓましい。

ᡲኽφとȜȫトȊȃト

Ǫȕǣスܼφとُや、

Ǫȕǣスܼφӷٟをᡲኽ

するためのφとȜȫト

Ȋȃト

ǪᲴũ

ᩓᲴ○

Ȝȫトは直ࢲᲰOOˌ上の

Ȝȫトを̅用する。

ᆆ動防止ბᏮࡸșȫト

ُとǭȣスǿー˄きの

ܼφをጟげ、ܼφのᆆ動

防止をするためのșȫト

ܼᲴ〇

ǪᲴ〇

日ࠝ的にᆆ動するܼφに

̅用する。

ǭȣスǿー下Ⴄ

ǭȣスǿーの下にፗき

ܼφのᆆ動を防止する

もの。

ܼᲴ〇

ǪᲴ〇

ᩓᲴ〇

્ᓳ下防止֥φ

の˄いていない્

ののɶにƋるӓܾཋ

のᓳ下を抑制するもの。

ܼᲴ〇

ǪᲴ〇

Ȑーǿイȗやșȫトǿイ

ȗȷǷートǿイȗ等がƋる。

ų日ࠝ的にᆆ動しない
ܼφに̅用する。ᆆ動
防止に́Ƥて᠃͂防止
を行Əことがஓましい。
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ストȩȃȗࡸ
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ბさƤるǿイȗの֥φ

ܼᲴ○ ൔ᠋的ݱさいཋ
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ǪᲴũ

ᩓᲴ○

Ȝȫトは直ࢲᲰOOˌ上の

Ȝȫトを̅用する。

ᆆ動防止ბᏮࡸșȫト
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ǪᲴ〇
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ᩓᲴ〇
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○ ᠃͂防止֥φは、震度Ჰࢍのੵれをϐྵした実᬴で、そのјௐをย定しました。

̅用
வˑ

単

̅
用

組
ӳ
Ƥ
ˁ
ಮ

４ 地震動に対する対策֥φのјௐ

○ ܼφを᳆φなどでُに直ȍǸ定する方ඥが最もјௐが高い。

○ ܼφの上ᢿとټʟの間に、ポーȫࡸやすき間ܼφなどでܼφを定する場ӳは、

ストȃȑーࡸやቬბȞȃトࡸを́用するとјௐが高い。

○ ポーȫࡸの場ӳは、ټʟに下からのᆳき上げに耐えるࢍ度が࣏要で、ࢍ度がな

い場ӳは、࢘てெ等でᙀࢍする࣏要がります。

○ Ȟȃトࡸやストȃȑーࡸの֥φの単̅用はјௐがݱさい。ܼφの重、ښ行

きなどのவˑによってのᢌいはƋるが、一ᑍに大きなܼφにはᢘしていまƤǜ。

ポイント

֥φのјௐݱ 大

ストȃȑーࡸ

Ȟȃトࡸ

ポーȫࡸ

᳆܌φ

(ᴕᴯᴊᴜᴶࡸ)

șȫトࡸ

ᴙᴂᴈᴵࡸᴙᴂᴈᴵࡸ

᳆܌φ

(上向き取˄け)

ȗȬートࡸ

᳆܌φ

(下向き

取˄け)

ܼφ、ُ᩿や֥φにҗ分なࢍ度が࣏要

Ქ

ܼφとټʟにҗ分なࢍ度が࣏要
ポーȫࡸ ポーȫࡸ

Ქ

ストȃȑーࡸȞȃトࡸ
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５ 安全なܼφのᣐፗȷፗき方

ȇスクまわりやǪȕǣスのɶځには、Ꮡの高いܼφをፗかないよƏにしましǐ

Ə。ܼφはできるƩけ人のいる場所とᩉしましǐƏ。また、なるǂくᏑの˯い

ܼφをᢠ৸しましǐƏ。

ܼφの上にཋをፗかないで下さい。 ܼφのፗき場所は、̅いやすさᇹ一のȬ

イǢǦトにしがちですが、́Ƥて地震時の

安全もᎋॾしてƓく࣏要がƋります。ܼφ

を定してƓくことはもちǖǜですが、

ɢが一定していた֥φがはƣれて᠃͂や

ᆆ動した場ӳでも、被害を受けにくいȬイ

ǢǦトのپを行Əことが大Џです。

Ჰ ܼφの᠃͂ȷᓳ下ȷᆆ動防止対策の̊

ᓳ下
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Ჱ ǭȣȓȍȃトの᠃͂防止対策

○ φで、ُ下地のᤧᭌ、ǳンクリート等とȜȫトで定することと、ܼφ等

の上ᢿをُと定する方ࡸが最もјௐ的です。

○ ُにඝって設ፗし、ӫのܼφ等とႻʝにᡲኽするなどして、ȬイǢǦトによる

安定化をりましǐƏ。

○ ʚെに重ƶる場ӳは࣏ƣ上下をᡲኽした上で、、ُと定しましǐƏ。

○ ُに˄けられない場ӳは、なるǂくᏑの˯いものをᏑӳわƤにᡲኽし、͂れない

よƏにしましǐƏ。

○ Ȝȫトは直ࢲᲰmmˌ上のࢍ度のƋるȜȫトを̅用しましǐƏ。

横ᡲኽする。

をめてƓく。

ʟにټȷُȷ

定する。

Ǭȩスには防止

ȕǣȫȠをᝳる。

きЈしȷをȩȃȁࡽ

˄きにする。

からのӓኛのᓳ

下を防止する。

Ǫȕǣスϋでُ᩿ˌٳに設ፗする場ӳは、なるǂくᏑの˯

いものをᢠび、ܼφӷٟをӫӍはᏑ᩿でᡲኽします。

ُにඝったȬイǢǦトと横ᡲኽによ

る᠃͂防止の̊
横ᡲኽする。ᏑɶƋわƤにᡲኽし

。行きを増すښ

。定する
をめてƓく。

きЈしȷをȩȃȁࡽ

˄きにする。
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Ჲ ȷཋԼȷᆆѣȩックの᠃͂防ഥݣሊ

Ũ 。ʟと必ƣ固定しましǐうټȷ壁ȷ

Ũ 上ᢿをȄȊǮ材でᡲኽしましǐう。Ტ必ƣ固定と́用するᲣ

Ũ ᓳ下防ഥ材をӕ˄ƚましǐう。

Ũ ሂʩいᲢȖȬースᲣなどで補強しましǐう。

壁固定ȷ固定する。

上ᢿȄȊǮ材でᡲኽする。

ᓳ下防ഥ材をӕ˄ƚる。

上ᢿ᠃͂防ഥȐー

をӕり˄ƚる。

᠃͂防ഥ金具ӖƚȬールを

使用する。

᠃͂防ഥ金具˄きӨ

を使用する。

ሂʩいᲢȖȬースᲣ補強する。
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９ コンクリート壁への固定方法

下地軽量鉄骨にはタッピングビス、ボードにはボードアンカーなどを利用し

て固定します。

しかし、コンクリート壁に比べて壁自体の強度が弱いため、どのくらいの強

度が確保できているのか確認が困難です。軽量鉄骨下地中空壁への固定は、あ

くまでも補助的な固定方法と考え、家具の種類やオフィスの環境に応じて、下

地補強材などを追加する必要があります。

石膏ボードやビニールクロスが仕上材として張られている場合、その下地に強

度のしっかりとしたコンクリート壁があれば、コンクリート壁に達するようにア

ンカーボルトを打ち込み固定します。

ただし、S1壁やGL壁といった防露壁には、石膏ボードとコンクリートの間に

断熱材や接着剤が入っています。

アンカーボルトは、ボードとコンクリートの空間を考慮した大きさのものを使

用する必要がありますので、専門家に相談して施工することをお勧めします。

S1壁のイメージ      GL壁のイメージ

ボード

壁固定金具

あと打ちアンカーボルト

下地軽量鉄骨

接着剤

ボード

タッピングビス

壁固定金具

コンクリート

１０ 軽量鉄骨下地中空壁への固定方法
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１１ ȕリーǢクǻスȕȭǢで定する場ӳ

ȕリーǢクǻスȕȭǢはȑȍȫがბᏮӧᏡでƋるໝ一ᑍ的にはܼφは定できまƤ

ǜ。ܼφとスȩȖを定するために、ȑȍȫの下にᙀࢍなどを入した上で、ᧈ

いǢンǫーȜȫトでȑȍȫをਬみᡂみ、スȩȖǁ直定します。
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〇 ឋとܼφの᠃͂ȷᆆ動

ૅ௵がスȩȖに定されているものについては、ܼφをȑȍȫに定できる

ものもƋります。たƩし、スȩȖとૅ௵、ૅ௵とȑȍȫ、ȑȍȫとʵ֥との定

。要がƋります࣏度などを事前にᙌ造ȡーǫーに確認してƓくࢍ

固定可能な床パネルの例

支柱分離タイプ

（パネルロックタイプ）

支柱が固定された床パネルに対する取付け例

ˌ上の定方ඥはいƣれも一̊でƋり、ȕリーǢクǻスȕȭǢǁの定はȡーǫーによ

りီなりますので、ȡーǫーに確認ᫍいます。

ȕȭーリンǰのよƏな๖りやすいよりも、๖りにくいにፗいたܼφの方が、᠃

͂しやすいͼ向がƋります。

一方、๖りやすいȕȭーリンǰやȗȩスȁȃクǿイȫのよƏなでは、地震動によ

るܼφのᆆ動が大きくなり、˴かに࢘たると᠃͂するǱースもƋります。ܼφはな

るǂくُやに定しましǐƏ。
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１Წ ȇスクԗᡀでのදॖ

Ũ ȇスク、ȆーȖルはᡲኽし、ܤ定さƤましǐう。

Ũ ೞ֥はȇスクሁに固定しましǐう。

Ũ ȇスクはに固定しましǐう。

Ũ ボルトはႺࢲᲰmmˌ上のボルトを使用しましǐう。

ȇスク上のᓳ下しやすいものをストȩッȗ֥ࡸ具で固定します。

Ũ ǭȣスターをロックし、アǸȣスターを使用しましǐう。

Ũ șルトなどで壁᩿にᡲኽしましǐう。

ɟᑍ的なコピーೞᲢᙐ合ೞᲣは、使用量が１Ჯ０kg ᆉ度となり、ᆆѣすると大٭

үᨖなため、᠃͂ȷᆆѣ防ഥݣሊが要です。

ǭȣスターは必ƣロック
します。

ᡲኽȆーȖルはȇスクにǸȧǤント

。に固定する

ᢤ難できるよう空間確保 いものは下െへ

ȇスクに固定

いものをፗかない。

șルト֥ࡸ具などで壁᩿に
ᡲኽします。

アǸȣスターを使用します。

！

１Ჭ コピーೞᲢᙐ合ೞᲣȷҮТೞの᠃͂ȷᆆѣ防ഥ

èೞ֥によって固定方法がီなります。ӕৢᛟଢにࢼい固定するか、ȡーカーにբ合ƤてᢘЏな方法

で固定してください。



40

１Წ ȇスクԗᡀでのදॖ

Ũ ȇスク、ȆーȖルはᡲኽし、ܤ定さƤましǐう。

Ũ ೞ֥はȇスクሁに固定しましǐう。

Ũ ȇスクはに固定しましǐう。

Ũ ボルトはႺࢲᲰmmˌ上のボルトを使用しましǐう。

ȇスク上のᓳ下しやすいものをストȩッȗ֥ࡸ具で固定します。

Ũ ǭȣスターをロックし、アǸȣスターを使用しましǐう。

Ũ șルトなどで壁᩿にᡲኽしましǐう。

ɟᑍ的なコピーೞᲢᙐ合ೞᲣは、使用量が１Ჯ０kg ᆉ度となり、ᆆѣすると大٭

үᨖなため、᠃͂ȷᆆѣ防ഥݣሊが要です。

ǭȣスターは必ƣロック
します。

ᡲኽȆーȖルはȇスクにǸȧǤント

。に固定する

ᢤ難できるよう空間確保 いものは下െへ

ȇスクに固定

いものをፗかない。

șルト֥ࡸ具などで壁᩿に
ᡲኽします。

アǸȣスターを使用します。

！

１Ჭ コピーೞᲢᙐ合ೞᲣȷҮТೞの᠃͂ȷᆆѣ防ഥ

èೞ֥によって固定方法がီなります。ӕৢᛟଢにࢼい固定するか、ȡーカーにբ合ƤてᢘЏな方法

で固定してください。
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Ƌ資料２

東京ෞ防࠻からのƓ知らƤ

ȍȃトでᐯᘓෞ防ጀ（地震編）

○ 「ȍȃトでᐯᘓෞ防ጀ」とは

「いつでもȷどこでもȷƻとりでも」をǳンǻȗトに従業員などを一ؘにᨼめて行Ə従ஹのᐯ

ᘓෞ防ጀのඥˌٳにもጀ方ඥのᢠ৸Ꮓを࠼げ、事業所のᐯ主的なᐯᘓෞ防ጀの実を̟

進していくことを目的とした動画です。

「ȍȃトでᐯᘓෞ防ጀ（地震編）」は、令和Ჰ年２月にπされ、地震が発生したときのᐯᘓ

ෞ防活動について、活動時のポイントをʩえつつ、ストーリーˁᇌてで解ᛟしています。

なƓ、ٳᛖでも制˺しています。（ᒍᛖ、ɶᛖ（ጛ˳܌ȷቇ˳܌）、᪡ᛖ）

「ȍȃトでᐯᘓෞ防ጀ」

（東京ෞ防࠻ＨＰ）

動画のϋܾ

ȷዬ࣯地震ᡮ報を受信した場ӳの活動

ȷЈ້防止ਜ਼ፗ

ȷ被害ཞඞの৭੮

ȷ情報ӓᨼとˡ達

ȷǨȬșーǿーのơᡂめ確認

ȷяȷЈ

ȷ帰宅ᩊᎍの対ࣖ
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２ 地域防災計画（震災編）の修正

３ 事業所防災リーダー制度

東京都地域防災計画（震災編）

（東京都防災ＨＰ）

事業所防災リーダー制度

（東京都防災ＨＰ）

ポイント

○ 東京都は、新たな被害想定で明らかになった震災リスクから都民

の命とくらしを確実に守るため、東京の総力を挙げて防災対策を進め

る上での羅針盤となる地域防災計画（震災編）の修正を行いました。

○ 大地震等の発生時、事業所では従業員等の安全確保や、一

斉帰宅の抑制等による混乱防止が重要です。都では職場で防

災対策を推進するリーダーが「事業所防災リーダー」に登録す

ることで都からの防災に関する情報が受信できる「事業所防

災リーダー制度」を推進しています。この制度を活用し、日頃

から職場での防災の普及啓発を進めるとともに、災害時には

周囲の人たちに安全の確保を呼びかけるなどの活用が期待さ

れます。

〇 １０年間の変化等を踏まえた課題と解決に向けた基本認識

〇 ３つの視点と分野横断的視点に基づく減災目標の設定

〇 減災目標とその達成に向けた指標及び主な取組

１ 被害想定の見直し

○ 前回の被害想定からの約１０年間に住宅の耐震化

や不燃化対策などの取り組みが進展した一方、高齢化

の進行や単身世帯の増加など、社会構造も変化しまし

た。それらの変化や最新の知見等を取り入れ、東京都が

新しい被害想定を発表しました。（令和４年５月）

首都直下地震等による東京の被害想定

（東京都防災ＨＰ）
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震災対策にかかわる東京都の動き
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目次 

はじめに 

１ 地震による災害から生命及び財産を守るためには、 

① 自らの生命は自らが守るという「自助の考え方」 

② 自分たちのまちは自分たちで守るという「共助の考え方」 

の二つを理解し、常日頃からの地震への備えが必要です。 

２ 事業所には、地震時の影響を最小限に抑えるために、それぞれの立場で出火防

止等に最大限の努力を払い、また、従業員の安否確認、保護を図りながら、早期

に事業を再開し、生活に必要な物資を社会に供給する重要な役割があります。 

 

東京都では、前回の被害想定（平成２４年４月公表）から約１０年の間に住宅の

耐震化や不燃化対策などの取り組みが進展した一方、高齢化の進行や単身世帯の

増加など、社会構造も変化したことから、変化や最新の知見等を取り入れ、令和４

年５月に新しい被害想定を公表しました。また、それに伴い東京都地域防災計画

（震災編）も令和５年５月に修正されました。 

事業者は、その社会的責任を自覚し、震災の防止、震災後の生活の安定及び都市

の復興を図るため、「事業所防災計画」を作成しましょう。 

 
建物の用途に応じて義務となる制度をチェックし、消防計画作成の参考にしてください。 
各制度、該当するか否かはテナントごとではなく、建物全体の規模で判断します。 

※    は特定用途、    は非特定用途です 

※ 青字の内容は、平成２８年４月１日に施行されました。「小特対象物」とは、消防法施行規則第１３条第１項第２号に定める「小規模特定用途

複合防火対象物」のことで、特定用途の複合用途防火対象物のうち、特定用途に供される部分の床面積の合計が延べ面積の１０％以下かつ３００

㎡未満のものをいいます。 

※ (16 の３)項 準地下街については、管理権原が分かれる場合、統括防火管理者の選任が義務付けられます。(他の制度は非該当) 

建物全体の用途 
（消防法施行令別表第一） 

チ
ェ
ッ
ク
欄 

 
防火管理者 

（ 法 第 8 条 、 

条例第 55 条の

3） 

統括防火管理者 
（法第 8 条の 2） 

防災管理者 

[統括防災管理者] 

自衛消防組織 
（法第 8 条の 2 の５、36 条） 

防火管理技能者 
（条例第 55 条の 3 の 2） 

防災 
センター 
要員 

（条例第 55 条 

の 2 の 3） 

自衛消防活動中核要員 
（条例第 55 条の 5） 

□ □ □ □ □ □ □ □ 

(1)項 
ｲ 劇場、映画館等 □ 

収容人員 
30 人以上 

 

管理権原が分かれ

るもので、3 階以

上で 30 人以上 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上 10 階以下で 2 万㎡以上  

・4 階以下で 5 万㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上で 2 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

高
層
建
築
物
で

2
万
㎡
以
上 

1 万㎡以上又は 
2 千人以上 ﾛ 公会堂、集会場 □ 

(2)項 

ｲ キャバレー、カフェー □ 

3 千㎡以上で 
3 百人以上 

ﾛ 遊技場、ダンスホール □ 

ﾊ 風俗関連店舗 □ 

ﾆ カラオケボックス等 □ 

(3)項 
ｲ 待合、料理店 □ 

ﾛ 飲食店 □ 

(4)項 物品販売店舗 □ 5 千㎡以上 

(5)項 

ｲ 旅館、ホテル □ 3 千㎡以上 

ﾛ 共同住宅、寄宿舎 □ 
収容人員 

50 人以上 
 

 ・15 階以上で 3 万㎡以上  

・11 階以上で 1 万㎡以上

のうち防災センターが設置

されているもの 
・５万㎡以上 

・15 階以上で 

3 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

 

(6)項 

ｲ 病院、診療所 □ 
収容人員 

30 人以上 

管理権原が分かれる 

もので、3 階以上で 

30 人以上 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上 10 階以下で 2 万㎡以上  

・4 階以下で 5 万㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

・１１階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上で 2 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

高
層
建
築
物
で

2
万
㎡
以
上 

1 万㎡以上で 
5 百人以上 

ﾛ 
社会福祉施設 

（避難困難施設） 
□ 

収容人員 
10 人以上 

管理権原が分かれ

るもので、3 階以

上で 10 人以上 

 

 

ﾊ その他の社会福祉施設 □ 
収容人員 

30 人以上 

管理権原が分かれ

るもので、3 階以

上で 30 人以上 ﾆ 幼稚園、特別支援学校 □ 

(7)項 学校 □ 
収容人員 

50 人以上 
  

・15 階以上で 3 万㎡以上  

・11 階以上で 1 万㎡以上

のうち防災センターが設置

されているもの 
・５万㎡以上 

・15 階以上で 

3 万㎡以上 

・5 万㎡以上 (8)項 図書館、博物館 □ 

(9)項 
ｲ 蒸気浴場、熱気浴場 □ 

収容人員 
30 人以上 

管理権原が分かれ

るもので、3 階以

上で 30 人以上 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上で 2 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

ﾛ 公衆浴場 □ 

収容人員 
50 人以上 

 
条例に定めるもの 

・地階に乗降場を有 

する停車場 

・収容台数 50 台以 

 上の屋内駐車場 

 

・15 階以上で 3 万㎡以上  

・11 階以上で 1 万㎡以上

のうち防災センターが設置

されているもの 
・５万㎡以上 

・15 階以上で 

3 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

(10)項 停車場 □ 

(11)項 神社、寺院、教会 □ 

(12)項 
ｲ 工場、作業場 □ 

5 千㎡以上 
ﾛ スタジオ □ 

(13)項 
ｲ 車庫、駐車場 □ 1 万㎡以上 

ﾛ 航空機格納庫 □ 
 

 

(14)項 倉庫 □ 

(15)項 事務所等 □ 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上 10 階以下で 2 万㎡以上  

・4 階以下で 5 万㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

3 万㎡以上 

(16)項 

ｲ 
複合用途 

（特定用途含む） 
□ 

収容人員 
30 人以上 

((6)項ロが含まれる 

場合は 10 人以上) 

管理権原が分かれ

るもので、3 階以

上で 30 人以上

（(6)項ロが含まれ

る場合は、10 人以

上） 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上 10 階以下で 2 万㎡以上  

・4 階以下で 5 万㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

 

※対象用途の存する最上階及び
対象用途部分の床面積の合計
で算定する。 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上で 2 万㎡以上 

・5 万㎡以上 
 

      

高
層
建
築
物
で

(5)
項
ロ
部
分
を
除

き

2
万
㎡
以
上 

それぞれの用途で該当する部分
が存するもの又は(5)項ロ部分を
除き 1 万㎡以上 
 

 
 

ﾛ 
複合用途 

（非特定用途のみ） 
□ 

収容人員 
50 人以上 

管理権原が分かれ

るもので、5 階以

上で 50 人以上 

・15 階以上で 3 万㎡以上  

・11 階以上で 1 万㎡以上

のうち防災センターが設置

されているもの 

・５万㎡以上 

・15 階以上で 

3 万㎡以上 

・5 万㎡以上 

(12)項、(13)項イ又は(15)項の
部分で該当する部分が存するも
の又は(5)項ロ部分を除き 3 万㎡
以上 

(16 の 2)項 地下街 □ 

収容人員 
30 人以上 

((6)項ロが含まれる 

場合は 10 人以上) 

管理権原が分かれるもの 

１千㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

1 万㎡以上 1 千㎡以上 3 千㎡以上 

(17)項 文化財 □ 
収容人員 

50 人以上 
高層建築物で管理権原
が分かれるもの 

・11 階以上で 1 万㎡以上 

・5 階以上 10 階以下で 2 万㎡以上  

・4 階以下で 5 万㎡以上 
[管理権原が分かれる場合は統括
防災管理者が必要] 

5 万㎡以上 

高
層
建
築
物
で 

2
万
㎡
以
上 

 

その他(危険物施設等) □ 

・外タン又は内貯 
で 1000 倍以上 

・指定可燃物で 
1500 ㎡以上 

   
・外タン又は内貯で 1000 倍以上 

・指定可燃物で 1500 ㎡以上 

防火・防災管理制度チェック表 

ただし、小特対象物を除く。 

小特対象物は、(16)項口の基準と同じ。 

 

ただし、小特対象物を除く。 
小特対象物は、(16)項口の基準と
同じ。 

 

高
層
建
築
物
（
高
さ
31
ｍ
を
超
え
る
建
築
物
）
で
管
理
権
原
が
分
か
れ
る
も
の



Ü 職場の地震対策 Ü

（事業所防災計画を˺成しましǐƏ。）

東京消防庁公式ＨＰと

YouTube 東京消防庁公式チャンネルで公開中！

ネットで自衛消防訓練

編ᨼȷ発行 東京ෞ防࠻ʖ防ᢿ防້ሥྸ課

東京ෞ防࠻țーȠȚーǸ

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp

令和Ჰ年Ჱ月 発行
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地震だ！ まず身の安全

ȷੵれをज़ơたり、ዬ࣯地震ᡮ報を受けた時は、身の安全を最Οέに行動する。

ȷɣپなȆーȖȫの下や、ཋが「ᓳちてこない」「͂れてこない」

「ᆆ動してこない」ᆰ間に身を݃Ƥ、ੵれがƓさまるまでಮ܇を見る。

Ƃ高ޖ᨞（ಒƶ１０᨞ˌ上）でのදॖ点ƃ

ȷ高ޖ᨞では、ੵれがૠ分ዓくことがƋる。

ȷ大きくǏっくりとしたੵれにより、ܼφが᠃͂ȷᓳ下するүᨖに加え、

大きくᆆ動するүᨖがƋる。

落ちついて
火の元確認 初期消火

あわてた行動
けがのもと

窓や戸を開け
出口を確保

門や塀には
近寄らない

正しい情報
確かな行動

行、્ᡛޅ、ᤧᢊ会社などか

ら発信される正しい情報をࢽ

る。

避難の前に安全確認 電気・ガス

ᢤᩊが࣏要な時には、ࣄᩓ時のᩓൢೞ

֥のǷȧートなど、ᡫᩓ້災が発生す

るӧᏡࣱやǬスれの発生を防ƙため

、ȖȬーǫーをЏり、ǬスのΨఀをዸめ

てからᢤᩊする。

火災や津波 確かな避難

ȷ地域に大ᙹな້災のүᨖがƤまり、身のү

ᨖをज़ơたら٣をੑけӳい、一時ᨼӳ場所や

ᢤᩊ場所にᢤᩊする。

ȷඝެᢿや߷ඝいでは、大きなੵれをज़ơたり

、ඬᜩ報がЈされたら、高Өなどの安全な場

所にእଔくᢤᩊする。

協力し合って
消火・救出・応急救護

ȷᡈᨩで້災を発見した場ӳは、

ᘑ᪽ෞ້֥などにより、ң力し

ӳってෞ້を行いࡨを防ƙ。

ȷْܼ͂ދや᠃ܼ͂φなどの下

きになった人をᡈᨩでң力し、

Јȷᜱする。

確かめ合おう
わが家の安全 隣の安否

わがܼの安全を確認ࢸ、ᡈᨩの

安ԁやЈ້のஊをƓʝいに確

認しӳƏ。

ȷ້を̅っている時はੵれが

Ɠさまってから、Ƌわてƣに

້のڼをする。

ȷЈ້した時は、ᓳちついてෞ

້する。

ȷދϋで᠃͂ȷᓳ下したܼφや

Ǭȩスのᄊ༾などにදॖする。

ȷ、ᆸǬȩス、Ⴣெなどがᓳち

てくるのでٳにびЈさない。

ੵれがƓさまった時に、ᢤᩊが

できるよƏЈӝを確保する。

でੵれをज़ơたら、Ȗȭȃٳދ

クتなどにはᡈ݃らない。

ƾǜわり ƾǉƾǉ

（防災ǭȣȩクǿー）




